
一 奴岱文化財鑑賞の手引き

在、日本でお寺の本尊としてまつられ
あみ

ているイム像でもっとも多いのは阿弥
によらい

如来像であろうから、これで仏像の印相を

考えてみると、大きくいって、①浄上系
らいこういん

院の本尊として一般的な来迎印（左手を下

げ、右手を胸辺に挙げて、両手とも親指と

人差指を合わせる印相）、②浄土曼荼羅の本
せっ！ま＇うし;ん

尊や奈良の諸寺によくある説怯印（両手を

胸前に構えて手指を合わせる）、そして③浮

土系寺院だけでなく天台・真言といった密
じょうし；ん

教の寺院によくある定印（両手を腹前に構

えて重ね、両親指と人差指を合わせる印相）

の三種がある。

ゥ0 れらの形の意味と歴史を知って仏像を

し0 拝観すれば、より注意深い観察ができ

るようになるだろうし、鑑賞にも深みが加

わる。仏像の発祥地のひとつとされるガン

ダーラの仏像に早くもこの三種の印相があ

るので、そこからシルクロードを通って東

に向かい日本に渡った仏像は、印相のもっ

本質的な形煎とその意味を変えずによくそ

れを伝えたことがわかる。

初に挙げた①来迎印は、手のひらを差

し出して何かを与えるしぐさの左手の
よ かんしヽ ん

与願印と手を挙げて畏れを取り除こうとす
せら・いいん

るしぐさの右手の脆無畏印の組み合わせか

ら発したもので、これに指を合わせるとい

う変化を加えることで、死者の魂を迎えと

①来迎印 ②説法印（転法輪印）
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るべく阿弥陀が浄土の彼岸からやって来た

という意味を付け加えた。『三千院阿弥陀如

来像』（同宝）ほか多くの来迎の阿弥陀像

この印相を採る。
てんばうりんし9,t

ー一番目の②説法印は別名転法輪印という
ほうりん

--今が、これは仏陀の象徴である法輪が回

ることで仏陀が説法していることを意味す

る。阿弥陀にもこれが援用されて、左手の

甲と右手の掌をそれぞれ前に向ける説法印

は浄土曼荼羅の本尊に見られ、極楽浄土で

阿弥陀が説法している様をあらわす。また、、

両手の掌を内側に向ける説怯印は単独の仏

像に多く、『広隆寺請掌|｛可弥陀如来像』（国

宝）がこの印相の代表である。

一一△番目の③定印の「定」とは、ある対象
~伍

ーームに向けられた精神状態が乱れずに静か

に保たれることをいうのだが、坐りつづけ

ることによってその状態を深化させようと

するとぎ、両手を上下に重ね両緑指どうし

を合わせるこの印が結ばれた。座禅のとき

の印相がこれである。この印相を結ぶ仏像

は深い瞑想に入った状態を意味し、阿弥I尼

の場合、さらに両人差指の第二関節から先
み 応しょういん

を吃てるのが特徴である。これを弥陀定印

という。有名な『平等院鳳凰堂阿弥陀如来

像』（国宝）にこの印相が見られる。

（文化財部美術学芸課主任文化財調査官 伊東史朗）

③法界定印

③弥陀定印



ー ，ぶゞ 文化財鑑賞の手引き

古い仏像の多くは表面がすすけたりはが
れ落ちていますが、それらは製作当時

はたいがい表面が鮮やかに彩られていまし

。漆による下塗りや木肌が露出し、ある

いは変色して黒ずんでいる仏像も、よくみ

ると凹んだ部分に製作時の色が残っている

のが観察できます。

仏像の9門［土苫：上げとして最も一般的なの
ば皆金色とよばれる肉身も着衣も

べて金色にするやりかたで、多〈の場合は

金箔を貼って表します。鎌倉時代になると、
し・oI笈／． さんてし＼

うしたいわゆる漆箔像と並んで金泥塗り

と呼ばれる、金粉を塗って笠色相を表現す

る技法が登場しました。この技法は、、強い

光の反射により超現実的・オ［り象的な印象を

あたえる金箔押しよりも柔らかく自然な輝

きを生み出し、ことに臨終者のもとに来迎

する阿弥陀像など、現実世界に姿を現した

仏を表現するのにふさわしい技法として奸

まれました。

薩像や天部像の肌は多くの場合、金色
0 9^ 

口ょりも肌色や白色に表されます。こ

は如来よりも人間に近い、あるいは現実世

界に五〈にいるという、仏としてのありか

たが反映しているのでしょう。このほか不

動明王など怠怒相の仏が青色に表されたり、

四天王では「い団の五行思想に岨づき、各像

がそれぞれ方位を表す四種の色に塗り分け

られるなどの約東事があります。

着／又はさきに述べた皆金色の場合は別と

て彩色が槌されますが、そこには鱈
げん

訓とよばれる色のグラデーションによる文

様や、り］誓とよばれる、細く切った金箔を

置いて表現する文様が施されてにぎやかに

飾り立てられるのが粋通でした。それらは

かならずしも実際に斎られていた衣の文様
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を反映しているのではなく、むしろ現実を

離れた仏像独特の文様として発達します。

ことに平安時代後期から鎌倉時代にかけて

は、彩色と切歪を組み合わせた繊細で華

かな文様が多く生み出されました。この時

代の仏像はしばしば、非常に高度な技法に

より、目をこらさないと見えないほど細か

い文椋が、凹んだ部分に至るまで鷲くべき

丹念さで施されています。そこには見た目

の効果というよりも、むしろ可能な限り仏

を飾り立てることで功徳を積もうという、
さ lどん

いわゆる作善の考え方をみてとることがで

きるでしょう。このように仏像表面に旅さ

れた彩色から、造られた当時における仏像

や、表される仏に対する著え方が窺えると

いう点で、それらは大変重要といえます。

（文化財部美術学芸課文化財調査官 奥 健夫）

袖の裏に施された切金文様（奈良・長岳寺二天王像 平安

時代重要文化財）



---- --—碧文化財鑑賞の手引きゆー

国□：ロロロニロ／
ても、その内容は多岐にわたる。一般的に

きん三2尼 しっこうひん せんしょくひん

は．金］項目・漆工品・染織品・陶磁照 0-IJ剣

などのように、材質で分類されることが多

いが、また用途や性格からみれば、宗教用

具•生活用具・武器武具などに分けること

もできる。ここでは宗教用具、とりわけ仏

教で使われる用具のうち、寺院などで目に

する機会の多い門賓（つりがね）をとりあげ

る。「梵」は古代インドの文語であるサンスク

リソト語で神聖や清浄を意味することぱだ

が、広く「仏教における」という装飾語にも

用いられる。なお梵鐘には日本製、朝鮮製、

中国製などがあって、それぞれに個有の形

式を持っているが、今回はとくに日本製の
わしょう

「和鐘」について簡単に述べることとしよう。

戸上部には 1宣嶺」がある。これは2匹

庫の竜の頭部が背中合わせに接して、つ
かん

るすための鋼を形づくつている。平安時代
いけ ま

以降の鐘では、「池の間」に作者や製作年、
めいふん

製作の事情などが銘文として記されている

ことが多い。噂塁喜」は僧が着る袈裟の縦

横線の模様に似ていることからいう。

身の下半には、蓮華をかたどった「鼠
ざ しゅもく

座」があって、ここを撞木でついて音

を出す。和鐘の撞座はほとんどが2個で、真

向かいに配置される。一般に平安時代中期

以前の鐘は、この撞座の位置が高く、また

撞座どうしを結ぶ線が、竜頭の鼻先の延長

線と直角に交わる（古式）。しかし平安中期

以降は、撞座の位置がだんだんと低〈なっ

ていぎ、また竜頭の鼻先の廷長線上に撞座

が位置するようになり（新式）、鎌倉時代以

降はほとんどが新式となる（イラストは古

式）。鑽倉以降の鐘で、まれに古式のものが
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あるが、それは鐘が破損して新たに造りな
なら

すさい、前の鐘の形式に倣ったとか、あ

るいは梵鐘の作者が、代々の系統を持つ梵

鐘製作集団の末えいで、古式を踏襲してい

るなどの事情があるようである。最下部の
ーこま つめ

l駒の爪」は、時代の古いものでははっきり

としないが、鎌倉時代以降は厚〈高く、張
ひづめ

り出しも強くなり、いかにも馬の蹄らしい

形になってくる。

し‘ま日本にはじつに数多くの和鐘が存在

し、全固に分布している。作期のわか
みょうしん 1̀ 

る最古の遺品は、京都・妙心専鐘（国宝）

で、銘文から西暦でいう 698年に進られたこ

とがわかる。以後、江戸時代までのもので

も500点をゆうに超え、この中に重要文化財

105点（うち国宝 13点）が含まれる。江戸

時代以降を入れれば、その数は膨大になる

だろう。実際、過去に兵器製造などのため

鋳つぶされたとされる鐘は、数万点に及ぶ
·t)• いどう

ともいわれる。材質はほとんどが青銅（銅

と錫、微量の鉛の合金）のち蒻鳳だが、凩

都。広隆寺鐘（重文、鎌・倉時代）など、ご

くまれに鉄製もある。

（文化財部美術字芸課文化財調査官 伊藤信二）
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――ー 墨文化財鑑賞の手引き魯― --一へ～

H本の代表的な陶磁晋に見られる釉薬の
分類とその技法を簡単に解説してみる。

陶器：素地が白色で吸水性があり、非透光

性で施釉され800~ 1240℃で焼成される。
自然釉：焼成の際に薪などの灰が降り掛か

り、素地と融け合って自然に釉薬のような

外観を呈するものをいう。

低火度釉＠高火度釉：低火度釉は 800~ 
900℃程の比較的低火度で熔ける釉薬で三彩

や楽焼などの鉛釉や色絵の上絵具などがあ

る。これに対して l100℃以上の高火度で熔

ける釉薬が高火度釉である。

鉛釉：鉛丹と石英とを加熱・融解してでき

る無色の基礎釉が鉛釉と呼ばれ800~ 850℃ 
の低火度で融解する。これに呈色剤として

金属を加えて各種の釉薬を作り出している。

銅を加え酸化焔で焼成したものが緑釉、鉄

を加えたものが褐釉。黄釉になる。素地の

白色を出す透明鉛釉と緑釉，褐釉｀黄釉を

組み合わせたものが奈良三彩釉である。

灰釉：自然釉から発展した。木灰に長石・

珪石・粘上などを加えた無色の高火度釉が

灰釉で1240℃前後で熔け淡緑色に発色する。

猿投窯や中懺瀬戸窯の灰釉陶器がその典型

例である。

長石釉：長石を主成分とし乳白色を呈する。

鉄絵などの下絵付を施すことも可能である。

美濃窯の志野釉がその典型である。

色釉：灰釉に呈色剤として金属を加えて作

り出す。銅を加えて酸化焔で焼成したもの

が銅緑釉となり桃山時代の美濃窯 0 織部の

緑釉がその典望例である。鉄を加えて酸化

焔で焼成したものが鉄釉で、その量により

黄釉・褐釉。天目釉・柿釉．飴釉。黒釉な

どのさまざまな色調になる。鉄釉は中世瀬

戸窯において作り出された。なお黒釉を焼

成途中で窯の外に引き出し急冷すると漆黒

色となる。引出黒とも呼ばれる桃山時代の

美濃窯・瀬戸黒などがその典型例である。

磁器：素地が白色で不吸水性、透光性があ
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り方徊犀由され1280~ 1435℃ 

で焼成される。

色絵：上絵付ともいい、基

礎釉を掛けて高火度で焼成

し、その上から低火度釉の

上絵具を用いて文様を揺き

焼付を行う。赤。緑 e 黄。

紫などの色彩があり、赤は

紅柄、緑は主に銅でクロム

を配合、紫はマンガン、藍

はコバルト等を用いる。赤

が主となるものは赤絵とも

いう。陶器にも見られる。

染付で文様の輪郭を描き上

絵付を施したものを豆彩、

染付に色絵と金彩を施した

ものを染錦、色絵に金泥な

どで文椋をつけたものを金

襴手という。磁器では伊万

里 古九谷様式や柿右衛門

様式などが、陶器では仁清

の色絵などが典型例であ

る。

白磁：カオリンに長石。娃

重要文化財。古丹

波秋草文四耳壺
14世紀文化庁蔵
自然釉の作品

重要文化財・色絵

若松図茶壺仁清
作 17世紀文化
庁蔵陶器の色絵
作品

重要文化財。古九

谷色絵牡丹獅子文

銚子 17世紀文
化庁蔵磁器の染
付。色絵作品

石を混ぜて白色素地を作り、これにカオリ

ンなどを主成分とする熊色透明な釉薬を掛

け、高火度焼成したものが白磁である。日

本では青磁。染付とともに伊万里焼におい

て江戸時代初期に生産が開始された。

青磁：素地と釉薬中に含まれた微量の鉄分

が還元焔焼成により還元され、釉薬が淡青

色。青緑色・暗緑色など青味を帯びた色調

を呈するものが青磁である。

染付：白磁の素地に、酸化コバルトが顔料

である呉須を用いて釉―下に絵付を施したも

ので、透明釉を掛けて還元焔焼成すると文

様が青く発色する。このことから青花とも

呼ばれる。中国元時代 (l4世紀）に景徳鎮

で完成され磁器の中心となった。

（文化財部美術学芸課主任文化財鯛査官 齊藤孝正）



—一ヽ 靡文化財鑑賞の手引き切況'-一

籍とは、国書（和書）、漢籍、仏典な

どの総称である。一般的には本と呼ば

れている。書写した本のほかに、近代印刷

以前の版木による方法で刷られた版本があ

る。形態からは、巻子本（巻物）と冊子本

（単に本と呼ぶ）に大別される。

巻子本には、 20メートルや30メートルも

の長いものもある。そうなると、利困にた

いへん不便である。そのため一定の間隔で

折った折本として用いることも多かった。

この折本から冊子木かつくられたという説

もある。

冊子本は、平安時代初期からの装丁万法

ともいわれ、その例に、，弘怯大師空悔所持

本『三十帖冊子』（仁和寺蔵、国宝）は1200

年前の姿を今に伝えている。

典籍の装丁方法は、折本を別にすれば、
でつもょうそう てつようそう やぎとレじノ.う

粘葉装、綴葉装、ナ、、和綴装などがある。室

町時代ごろから袋綴装が多くなってくる。

粘葉装は、一枚の料紙の表面を内側にし

て、折り目をそろえて重ね、各折り目の外

苅備ーセンチ弱幅でのりづけした装丁の冊子

である。ページが完全に開かない部分と開

く部分とが交圧に表れてくる。

綴薬装は料紙を何枚も重ね、そのまま縦

に二つ折りのくくりをいくつか重ねて表紙

を付け、折り目の背を糸でとじた装丁本で

ある。現在の糸綴の洋装本にも似ている。

大和綴装は、料紙を一枚ずつに重ねたも

の、あるいは綴葉装や粘葉装と同様に重ね

た料紙に表紙を付け、上下二か所を紐また

はコヨリ等でとじた冊子をいう。袋綴本と

は料紙の中央を縦に折って重ね、折り目で

ない側の端に穴を開け糸でとじた本である。

版本に最も多くみられる装丁である。江戸

時代の多くの装丁は袋綴装である。
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綴葉装（綴） 大和綴装

帖葉装（綴） 袋綴装（明朝綴）

＂嘉□::[O□□□口こ。ロニ
れハードカバーでおおわれた洋装本と比べ

て、非常に柔らかい。それだけに、それは

それはていねいに扱われ、大切に伝えられ

てきた。

洋装本は手に持って読書することも多い

が、典綺を読むとぎには、書見台や机に置い

て読む。ないときは、畳の上に置いて読んで

いた。

収納する際には、本を平た〈積み重ねて置

いた。背表紙に題があり、書架に克てて置

＜洋装本とまった＜相違する。重ねて置く

ため、本の下小口に題を書いた「小口題」が

あり、背表紙のタイトル代わりになってい
ちつ

た。今の図書館は峡や箱に入れて、洋装本と

同様に立てて書架に並べているが、本来は重

ねて置いたものである。

本には、古人の思想・政治社会・文化等

のあらゆる記録が記されている。ていねい

に扱うことは、古人の心を大切にすること

であり、文化の軌跡の証でもある。

（文化財部美術学芸課主任文化財調査官 藤本孝ー）
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●文化財鑑賞の手引き●

A ・．展示してある古文書は、ミミズがはっ

てるような文字で何が書いてあるのかわか

らないから、おもしろく感じないんだよ。

文字がわからなくても、楽しむ方法はない

のかなあ。

B:文字の大きさには、 4cm、6cm、8cmと

いうように、どうも時代によって大きさの

違いがあるようなんだ。

A ：文字には個性があるから、時代に関係

なくどんな大きさの文字も書けそうだけど。

B:ただ習字のように書くだけなら、でき

るかもしれないけど、手紙などの文字はそ

うはいかないみたいなんだ。でも、普通に

大きな字を書けるようになるのは、どうも

江戸時代からのようなんだ。ところで、書

かれている文字が漠字か、平仮名かはわか

るよね。

A:見ると、それはなんとか判断できるよ。

B:楷書に近い漢字の場合は役所関係の公

の書類が多く、平仮名は手紙などの私的な

ものに使われることが多いんだ。今でも、

公的機関に出す書類などは楷書で書くでし

ょ。間違いがないように、はっきりとわか

るように書くんだね。

A:平仮名で書かれていても、手紙とは思

えない内容のものもあるよね。

B:手紙でなくとも、女性や子どもにあて

たものには平仮名で書くことがあるんだ。

内容のおもしろさは、やはり手紙が一番。

解読した文章を使いながら、できるだけ読

んでみてほしいな。

A:解説文のどんな点に気をつけて読んだ

らいいの。

B:いつ、どこで、だれが、だれに、何を

したのか、という点に注目して読むと、古

文書を読み解くことがきっとできるはずさ。

③ 年月日 800o8 800-800o。800 o ̂ 80 80000 0 80000 0 0 80000 0 0 0 0 ゚本文 ④ 
② ① 0 0 00000000v00000 ゚O 0 00000000000 00  0 

それと文字のほかにも、花押の場所や大き

さを見ると、差出人と宛先人との関係がわ

かってくるんだよ。

A:それはおもしろそうだね。有名な人物

で具体的に教えてよ。

B:鎌倉幕府を開いた源頼朝の場合を見て
かおう

みようか。花押の場所としては、①日付の

下、②日付の次行の下（奥下）、③日付の次

行の上（奥上）、④右の端（袖）があるん

だ。宛先人に対して、ていねいなのは①、

尊大なのは④。頼朝の力が強くなるととも

に、花押の位置が変わり、花押も大きくな

っていく傾向にあるんだ。

A:いつごろがもっとも大きくなるの。

B:頼朝が征夷大将軍に任ぜられた建久3

(1192)年ごろがもっとも大きくなるかな。

頼朝の花押の形は、頼の偏「束」と朝の妾

「月」とを合わせたものなんだ。

A:花押だけでなく、墨の色もよく見てみ

ると、黒色一色でなく、青っぽいのもある

んだね。紙の大きさや形にもよく見てみる

といろいろあるんだ。文字だけでなく、も

っといろんなことに興味をもって古文書を

見てみると、おもしろくなりそうだ。

B・．紙面に書かれている文字は、情報の一

つでしかないんだ。だから、どれだけ多く

のことを探し出せるのか、それが楽しみの

一つなんだ。じっくりと見ると新しく見え

てくるものが、きっとあるばずさ。

（文化財部美術学芸課文化財調査官 池田 寿）
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文化財鑑賞の手引き

+！翡は．、枯土を人の形にかたどって、縄

→文時代に作られた素焼きの上製品で

す。その用途は、いろいろな説があります

が、安産などの子1系の繁栄や、村の人々全

体の豊穣の祈りを託すための信仰にかかわ

る遺物と考えられます。その発生は、今か

ら約 1万3000年前の縄文時代草創期にまで

さかのぼりますが、縄文時代前期まではそ

の薮も少なく、また土偶の造形自体も素朴

で、それが作られた地域も限られていまし

た。しかし、今から約4000年はど前、縄

時代中期になると、長野県を中心とした中

部高地と東北地方で、鳥発的に土偶の数が

増え、当時の精神活動に土偶はなくてはな

らない重要なものとなりますc;

それに伴って、上偶自体の追形表現も急
たなはたけ

速に発達、長野県棚畑遺跡の土偶（写真上）
にし ま疋

や山形県西の前遺跡出土の土偶（写真下）

を頂点とする、すぱらしい土偶が生まれま

した。どちらも「縄文のヴィーナス」と称

賛される名品ですが、さて．、これらの土偶

造形は、それぞれが単独のものなのでしょ

うか？

実は、どちらの土偶にも、それと見まが

うばかりの似た表現をもつ土偶が（そのほ

とんどが破片ですが）、たくさん存在しま

す。縄文上器の造形に、時期・地域ごとに

それぞれの決まった「型式」が認識され、

それが時空的関連性をもちながらすべての

縄文士器の造形を規定していることは、よ

く知られた事実です。しかしこの原理は、

上器だけではな〈土偶の造形にも非常によ

〈当てはまるのです。棚畑遺跡出土の土偶

造形に特徴的な、つり上がった目、おちょ

ぼ［］、そして下半身が大き〈膨れ上がった

プロポーション……、これらはいずれも縄
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文時代中期、中

部高地周辺から

閏東地方西部に

かけての土偶造

形に共通する要

で、山梨県鋳
もじゃ

物師屋遺跡、同
1,>，かどう

県釈迦棠遺跡出

土の土偶（とも

に重要文化財）

中には、棚畑遺

跡の上偶に似た

ものがいくつも

存在していま

す。一方の西の

前遺跡の上偶の

特徴は、まず非

常にスリムで長

脚の舅19本美、そ

して扇形に広が

る扁平で目鼻□
かいっさい表現

されていない顔

面です。これは

非常に現代的な

感性を示す造形

国宝・土偶

長野県棚畑遺跡出土高2T0cm

茅野市尖石縄文博物館所蔵

重要文化財＂土偶

山形県西の前遺跡出土

高45.0cm 山形県立博物館所蔵

ですが、山形県周辺の遣跡からは、似た造

形の土偶が多数発見されています。

古学では、このような遣物どうしの遮

形の比較から、文化圏の広が灯、また

は時代的な遣跡の移り変わりを復元してい

きます。ここにご紹介した2点の土偶は、縄

文造形の極致を示す優品ですが、それ以上

に当時の文化の系統や縄文社会の変化を知

るための貴重な情報も含まれているのです。

（美術学芸課文化財調査官 原田昌幸）



-------、 .＂沢文化財鑑賞の手り lき

鐸は、弥生時代に製作された青銅製の

祭器で、近畿地方を中心に東海。中

国。四国地方などから約500点以上が出土し

ています。社寺にある「鐘」とは異なり、鐸

身の中に「舌」と呼ばれるものをつり下け、

それを板って音を嗚らすため［鐸」と呼は

れています。この銅鐸はもともと朝鮮半島

の「銅鈴」に起源があると考えられていま

すが 朝鮮半島ではシャーマンが祭祀の際

に使用していたようで、日本列島に伝来し

た際も「祭器Jとして用いられました。し

かし、この銅鈴と決定的に異なる点は、鋼

鐸表面に文様が施されている点です。その

多くは中を斜格子文で満たした帯と、連続

した三角形内を斜線で飾る鋸歯文で、後に

流れる水の表現に似た流水文が加わります。

このような基本的な文様のほかに、約 l割

の銅鐸には動物や人物、建物などを線刻ま

たは半肉彫りした「絵」を見ることがでぎ

ます。動物ではシカが最も多く、そのはか

に水鳥、イノシシ、犬、カマキリ、 トンボ、し

l、カゲ、ヘビ、クモ、力ここなどが描かれて

います。また建物は高床の倉庫と思われる

ものもあります。

ゥこで紹介する兵庫県神戸市灘区桜ヶ丘

し0 から出土した銅鐸 (5号鋼鐸）には、

斜格子文で飾った帯を交差させた袈裟褐文

の中に線刻の絵が表裏で8面見られます。こ

うした［絵画鋼鐸Jはこのほかに同じ桜ヶ

丘の4号銅鐸と、香川県内から出土したと伝

えられる銅鐸（東京国立博物館蔵）と、江

戸時代の文人で知られる谷文晟が所有し、

現在拓本のみが伝えられる銅鐸の4例があ

り、これらは弥生時代中期後半（紀元前1懺

紀）に同一のエ人またはエ）人集団によって

鋳遥されたものと考えられています。これ
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国宝 袈裟欅文銅繹

（両面在画象）

神戸市灘区桜ヶ丘出土

5号銅鐸 B面（全図）

神戸市立博物館所蔵

5号銅鐸B面右下（脱穀） 5号銅鐸A面右下（狩猟）

らの銅鐸に登場する人物の頭はすべて「0」

か「△」で表現されています。この2種類の

人物がどのような場面に登場するかを見る

と、魚やシカを捕まえる場面では0頭の人

物、脱穀をする場面では△頭の人物で、既

に弥生時代には性別分業が成立していたこ

とがわかります。

鐸に描かれた絵圃には脱穀をする場面

や高床の倉庫と思われる建物が拙かれ

ていることから、鋼鐸が農耕にかかわる祭

祀に用いられていたことは確実視されてい

ます。登場する水鳥がサギの場合は、盟穣

を願い春に執り行う「予祝祭」、またツ）レだ

とすると豊穣に感謝し秋に執り行う「豊稔

祭Jに使用された、と若えられていますが、
これらの「絵両」の意味することはやはり

想像の域を出ません。

（文化財部美術学芸騨主任文化財鯛査官 森田 稔）



一ー一 魯文化財鑑賞の手引き幻—-- ---

ゎが国に伝わる絵面のうち、中世以前に

さかのぼる遺品の多くは仏教絵画で

す。仏教絵画すなわち仏画は奈良時代以来

多数制作されましたが、中国唐時代絵圃の

影響を強く＇，受けたわが国の仏両が、ようや

〈日本独自の美的価値を発揮するようにな

ったのは平安時代でした。この時代の仏画

詳は「平安仏両」と呼ばれ、、わが国絵圃史

上一つの絶頂期を形成しています，:

けれども、平安仏画は多くの場合、時代

が古いだけに面面は黒ずみ、損傷箇所も多

く、図柄が不鮮明で彩色も変色や褪色が少

なくありません。ガラス魃しで痺陪い照明

のもとでは、何が揺かれているのかを識別

することがやっと。しかも、両題が仏教の

経典や教義にのっとっているため、ある程

度の知識がなければ題名だけ見てもなんの

ことやらわかりません。

このように、仏画は取りつぎにくいとこ

ろがありますが、一度その魅力を味わうと、

奥深く崇高な美の低界が広がっていること

帝釈天像（＋二天のうち） 京都国立博物館所蔵
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に鷲かれるでしょう。

それでは、仏圃を鑑賞するために、まず

どのような一歩を踏み出すべきか。仏教知

識や歴史的な関心から入るのもよいでしょ

う。でも、まず美術作品として対峙してみ

ましょう。この際、そこに揺かれているの

が釈迦でも観音でも高僧でもかまわない。

圃題にはとんちゃくしないで、西洋の宗教

音楽を聰くように、平安仏面を眺めてみま

しょう。

平安仏両を楽しむポイントは、色調に留
意することです。色調とは、画面のい

ろんな部分部分が互いに響き合って、一つ

の階調を生み出している、その調和性です。

優れた平安仏圃を見ると、各部分の色彩は

決して平板でも説明的でもないことに気づ

くはずです。裁金や彩色による装飾文様が

ふんだんに用いられていますが、それは単

にぎらびやかに飾りつけているだけではあ

りません。例えば赤や青の異なる色面に、

歓金文様を置くことで、金色のベールを掛

けたかのように彩度を弱められ、、赤や青が

相反発することなく胴和してしまう。赤の

地色部分に青や黄、緑などの色彩に満ちた

彩色文様を散らすことで、赤という色調は

緩められ、隣り合う緑地や青地の色面と反

発しなくなるのです。

それから、感覚の細やかさ。巨と微、濃

と淡といった対照の妙。「丸み」や「細さJ
といった穏和な好尚。たとえ画面がすすけ

て黒ずんでいても、色調は損なわれていま

せん。時間をかけてしつくりと眺めている

と、やがて豊饒で深みのある美の匪界が秘

密の罪を閲くかのように、立ち現れてくる

でしょう。

（文化財部美術学芸課主任文化財調査官 林 温）



文化財鑑賞の手引き

＾帯姿の室町幕府第四代将軍足利

・義持は、上畳の上に威儀を正して

静かに坐している。義持は日本国王と

呼はれた義満の長子で、応永30(1423) 

年43歳で没した。禅文化に心酔した
ひょうわんず

義持は如拙に『瓢鯰図』（国宝を退蔵

院蔵）を制作させ、またみずから『布

袋図』（重要文化財。福岡市美術館蔵）

を描いた墨技の特ぢ主であった。天龍

寺慈済院に伝わるこの肖像には応永19

年の年記があり、 27歳の寿像（生前

に制作された肖像のこと）と知れる。

義持像には、神護寺に伝来する直衣

を着した29歳像があり、これに比べ

ると本図は正装の画像であることもあ

ってか、堅苦しい印象に受け取られてぎた

観がある。一例として、黒抱の衣文線は堅

い印象を与えるという意見があった。

ところがである。黒色の上に描かれたと

見えた灰色の衣文線は、実は絵絹の裏側に

塗られた裏彩色であり、圃家が表から黒色

『絹本著色足利義持像』（部分） 京都。慈済院蔵

ーで抑えられているので、表から淡墨で描

かれた繊細極まりない目鼻の線描が生きる。

純白の表怜と足袋は裏から彩色することで、

膝上に重なった黒拘よりも奥におさまって

見えるのであろう。反対に、手にした笏と

平帯の鷲鳥の文様は表から白色を塗り、強

を塗る際に線の形に塗り残したものなので い白色の面を作ることで、手前に浮き tliし

ある。絹の縦糸と横糸の間からのぞ〈裏彩

色は、筆の打ち込みの形まで巧妙にかたど

られているため、線拙に見えたのであった。

なぜそのような手怯を用いたのだろうか。

絹糸の奥に見える裏彩色は、表の彩色より

くぼんだ面であるので、砲の厚みとふくら

みを表現する効果があっただろう。また、

絹糸の組織がフィルターの役割を果たすた

め、裏彩色の部分は表に塗られた色の面よ

り発色が机Jえられる。そのため色彩表現に

微妙な強弱の変化がもたらされるのである。

さらに子細に見てみると、頭部の）］）し色も、
うえ(1)! ：t~ カ・ま

表袴と足袋の白色も、どうやら裏からの彩

色らしい。裏彩色の肌色は絵絹のフィルタ
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て見える効果がねらわれていたはずである。

近［以前の、絹に描か九た絵圃は、この

ように絵絹の表と裏から色を塗り分け

る技術を駆使して、豊かな色彩表硯を行っ

ていた。近代以降、裏彩色の技術は失われ、

その微妙な表現をとらえて楽しむ目もまた

次第に失われつつある。

しかし、、意識して深く見人るなら、ある

いは優れた日に遵かれるならば、日本絵圃

には、哀彩色を用いた、彩色の遠近法ある

いは量感表現が数多く見いだ苔れる。絹絵

の裏彩色は、両家が絵の裏側に潜めた繊細

の極みをゆく美の1士掛けなのである（）

（文化財部美術学芸哩文化財調査官 鬼原俊枝）



文化財鑑賞の手引き

国□□:ロロロし？ヽ浮力ヘる
絵画や茶室の床の間に掛けられる優雅な書、

厳かな雰囲気を漂わせる仏像などでしょう

か。いわば秘蔵されている「美術工芸品」を

思い浮かべる方が大半でしょう。しかし、現

在の文化財保護法では「歴史上芸術上価値

の高いもの」だけでなく「学術上価値の高

いもの」を文化財として位置づけています()

ここで紹介する「歴史資料」という分類

の文化財は、「学術上価値の高い」文化財を

評価し指定を促進するため、昭和50年の文

化財保護怯改正で設けられた最も新しい分

類です。どのようなものが［歴史資料」

して指定されてきているかといいますと、

例えば中世の「枡」や検地の際に使用され

た「尺」が指定されています。これらは決

して見た目に美しいものではありませんが、

我が国の度量衡の歴史を検証するうえで貴

璽な資料といえます。また、「徳川家康関係

資料」として徳川家康の遣品類を指定して

いますが、この中には位記。量冑といった

覧晉ゃ詞象が施された調度類、う汀且尉詞な

どの茶道具、美しい洋時計、装東類、座右

に置いて賣麗した書両はもちろんのこと、

ちびた鉛筆や眼鏡、薬奸きの家康の所用品

として珍しいびいどろの薬瓶など、実にさ

まざまな素材でできたものが含まれていま

す。これらはいずれも家康が歴史上に占め

た地位や生前の趣向を反映していますが、

絵両。古文書。工芸品といった伝統的な分

類の文化財を、徳川家康という歴史上に璽

要な人物を検祉する資料として包括的に指

定しているわけです。

また同じ人物関係の資料ですが、 i]』-］戸時

代に平城京の条坊研究等を行った］［翼菫鯰

しい

と

ージを
、./ ^ 

重要文化財

徳川家康関係資料のうち

目器 久能山東照宮所有

重要文化財

徳川家康関係資料のうち

洋時計

〈1581年マドリッド製刻銘〉

久能山東照宮所有

の関係資料では、地名や地形の調査の際に

書き留めたメモのようなものまで一括指定

しています。

近年積極的に指定に取り紐んでいる近代

の科学技術関係の「歴史資料」には、

一号機関車や我が国の近代化を支えたエ作

機械など、伝統的な国宝・重嬰文化財のイ

とは異なるものが指定されています。

このように「歴史資料」という分類の文

化財は．、特定の名晶・優品を選択して指定

するだけでなく、政治・経済・社会・文化。

科学技術といった実に幅広い分野の事象や

人物に関係する資料・について、包括的に指

定できることが大きな特徴です。おそらく

皆さんにとって最も身近なものが指定され

うる分類ともいえるでしょう。もしかした

ら、ご近所のどなたかの遺品類や今使って

いる機械類が将来同宝や重要文化財となる

ことがあるかもしれません。こう

財のイメージが広かると、

財は決して緑遠いものではなく、

近なものとして見えてくるのではないでし

ょうか。

メー

して文化

や重要文化

もっと身

（文化財部美術学芸課文部科学技官 松本純子）
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曇文化財鑑賞の手引き患― ―- -

月号の本欄で、文化財として多椋な

備範囲をもつ歴史資料についてご紹介

しました。

その中で近代の科学技術に関する資料に

も触れましたが、ここではもう少し広く日

本の近代化に貢献した、あるいはその足跡

をしるす文化財についてお話ししましょう。

近代化という場合、どのようなイメー

をもたれるでしょうか。漠然とした難しい言

葉ですが、現代のくらしに弓lきつけてみる

と分かりやすいのではないてしょうか。明治

以降、 130年あまりの歴史の中で、私たちの

くらしは激変しまし，たc それは移動手段の

高速化と情報通信手段の発達に象徴され、

このことによって私たちの生活空間は飛躍

的に広がりました。ここではこの二つの出

来事にかかわる文化財をみてみましょう。

まず、私たちの移動手段、つまり交通手

段の飛躍的向上にかかわるものです。写真

左は日本で初めて旅客を乗せて走った蒸気

機関車「一号機関車」です。現在は東京・神田

の交通博物館に保管されています。 1871年

に英国で製作されたもので、明治5年 (1872)

祈橋．横浜間における日本初の鉄道開業に

あわせて輪入されたもののうちの・-ー両です。

次に、情報通信手段の近代化にかかわる

ものです。
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右は、「プレゲ指字電信機」

重要文化財『ブレゲ指字電

信槻lフラ／ス製、国（逓
信総合博物館保管）

重要文化財『一号楼関車』英

国製、東日本旅客鉄道株式会

社（交通博物館保管）

といいます。フランスで製作されたものです

明治2年の東京。横浜間の実用電侶の開

業に合わせて輸入されたものです。

これらは、現在の私たちのくらしを便利

に、そしで快適にしている道具の先祖とい

えます。当初「一号機関車」は、時速40キ

ロ程度を最高速度としていたようで、また

「ブレゲ指字電信椀」は一分間に数文字を送

信できる程度の能力でした。それが今日で

は、鉄道は新幹線が数分間隔で走り、空も

海も含めてきわめて短時間で長距離を移動

できるようになりました。また通信手段は

その後電話が翌場し、現在は携帯電話とコ

ンピュータ・ネソトワークの広汎な普及に

よって瞬時に情報を伝えることができるよ

うになりました。

この他、私たちのくらしを快適にするさ

まぎまな道員たちの出発を考えると、その

多くが明治以来の 100年あま Iりの中で登場

し、実用化されてきたことがわかります。こ

の過程が「近代化」といい、そこで生み出

された道具たちを「近代文化遺産＿1 といい

ます。

現二〗：ロロロ:^］:~:こ!：／t:
という考え方が定着しつつあります。しか

しまた、急檄な技術革新によって、日々消

滅・散逸していっているものでもあります。

「一号機関車」も「プレゲ指字電信機」も今

日に伝わっているのは奇跡的ともいえるか

もしれません。国。文化庁ではこの事情も

考え、早怠に保護の手だてが嘉じられるよ

うに努めているところです。皆さんも、現

在当たりまえに思い用いている道具や機械

のルーツを探ってみてはいかがでしょうか。

（文化財部美術学芸課冨坂賢）



-- ------ 仇名文化財鑑賞の手引き露'， -一 ＿ 

仏像の
本ンリースの第 1回では阿弥陀如来の印

相とその意味について詳述されている

が．、今同はその阿弥陀如来の脇侍でもあり、

薩の中では最も多く遺例のある観音菩輩

像の持物等について紹介するし

如来は釈迦が出家した後の姿をしている

ので、り一部の如来以外、頭頂部が盛り上が

り（肉誓）、衣以外体にはなにも着けない同

じような姿をしているため各如来の名称は

印相によって判別する。いっぽう菩蔭は一

般的に釈週の出家前のインドの貴族の姿を

基本にしていると考えられている。そのた

め豪華な装身具や持物で飾られており、ど

んな名称の菩薩であるかは持物。装身貝の

種類等で見分ける。

我が国では菩薩への信仰は盛んで、遺例

も多く、種類も多種多様である。中でも観

音は『怯華経』観桐 薩普門品等に説か

れるように八難，十難などさまさまな災難

に苦しむ人々を救済する菩薩として古くか

ら多くの信仰を集めてきた。

音の特徴については、『観無賛寿経』

に観音の天冠（主冠）には-でつの化仏

の立像があると説かれ、煩l▲．に小さな如来

像がのっていることが多い。さらに手には、

蓮台、珠（寮珠）、水｝鼠、連生をさした水瓶

を打つのが陥本であ~)()また、追華やよ敷

雌華（まだ I~「l 化していない奮のままの蓮華）

を手にすることもある（）この辿崩は因薩の

象徴ともされるか観音像に！特徴の持物で、

蓮台も蓮華の→種でこれらは重要な意：味が

あるものと思われる。

連台を持つ観斉は本シリーズ第 lll]Iに取り

あげられる来迎形の阿弥陀像の脇侍の場合

によ〈みられる形状で、迎えた死者の魂を

乗せ、極楽浄 1こに氾ぶ役割をなす。死者は
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の連台に乗って

極楽に行き、無数

の華が咲き乱れた

柏楽の運池の蓮の

に生まれ変わる

ものと信じられて

いる。

仏教では浄土に

住む聖なる存在、

あるいは浄士~に生

まれ〈る聖なる存

在は蓮華の上に生

まれるものとされ

る。さらに遡って

重要文化財『木造十一面観音

菩薩立像』奈良国立博物館蔵

古代インドでは天地未開のとき、根本神ヴ

ィシュヌが）l齊から蓮茎を生じさせ、その花

からプラフマーが生まれて、ブラフマーに

よって万物が創造されたと伝えられている。

ここから連華は生命誕生のシンボルとなり、

以来仏教において聖なる）いやものは蓮華か

ら生まれるものとされ、仏教における誕生・

＇［の象徴となった。

ぷ『物の連縮は仏の仇養のために捧げられ

るものでもあるが、この の誓よりまた

祈•たな聖なる生命か涎生することを麿味し

ているとも若えられ、蛛もそういった意味

を含んでいよう C)

なお、これは観音に限ったことではなく、

仏髯貸は連崩Jー入i亙上に安置きれることかもっ

とも多し、。それはこれまで述べたように蓮

華が消浄で聖なるものであるから、仏魯薩

のような噸い存在はその上に座したり、あ

るいは我々の現l,ji］に仏詐薩が現れる場合に

は蓮旅という唄なるものから現れ 1出てくる

のだと塔えられてしゾたものと息われる，｀）

（美術字芸課文化財調査官 川瀬由照）



●文化財鑑賞の手弓lき●

古い美術工芸品の多くは、作られてから
今日まで長い年月をへてきているた

め、多かれ少なかれ、劣化や損傷をきたし

ている。文化庁では毎年、国宝や重要文化

財の修理を行っているが、ここでは工芸品

の修理についてお話ししたい。

ひとくちに工芸品といってもその内容は

多様で、仏具などの宗教・信仰用具、調度
しょうぞく じんばおり

や文房具などの生活用具、装束や陣羽織な
かっちゅう

どの服飾類、刀剣や甲冑などの武器・武具

など用途はさまざまである。その材質も、

釜〗儲．籐〗謡．菜裕〗ひ品．簗馘謡．編磁
きせきぞうひん げかく

器・石造品・ガラス製品・牙角製品などとき

わめて多岐にわたる。また甲冑のように、

金属．畜．絋紐など数種類の材質があわせて

使われているものも多い。それぞれの用途

や、使われている材質の特性をよく理解し、

いわゆる適材適所の処置を行う必要があり、

正しく施術できる専門的な技術と、豊かな

経験が求められることはいうまでもない。

文化庁での修理の原則的な考え方は、現

修理前

修理後
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状維持修理、つまり今以上に損傷や劣化が

進まないための、必要最低限の処置を施す

ということである。まったく新しく彩色や

漆を塗り直したり、製作当初の部材を大幅

に新しいものと取り替えたりすることで、

作品自体のもつ「オリジナル」の情報や印

象など、本来的な価値を損ねてしまっては

ならない。ただし永年にわたるホコリ・チ
さぴ

リや錆がぱなはだしく、作品を腐蝕させる

とともに外観を大きく損ねている場合や、

構造的に倒壊の危険がある場合など、材質

によっては錆や汚れを取り除いたり、無理

のない範囲でゆがみを矯正し新たに材を足

したり、拙劣な後世の補修（直し）であれ

ばいったん除去して新たに処置を加えるこ

ともあり
かしょく

うる。特に工芸品の場合は、加飾
さし、 <― 

や細工の華麗さ、精巧さをもってアピール

するものも多く、外観の美しさはその存在

意義に大きくかかわっている。これは展覧

会出品など、文化財の公開活用という観点

からも検討されるところである。ともあれ

文化財修理の原則にもとづ

き、個々の作品の形態や現

在の保存状態、今後の保存

や活用の方向などを総合的

に判断して、修理の方針と

仕様を決定することが必要

となってくる。写真は漆工

品修理の一例で、表面に付

着した汚れや油膜をていね
しゅうるし

いに取り除いた結果、朱漆
もくめ しtoんぬり

を木目ふうに塗った紫檀塗
きんまきえ らでん＇

が現れ、金蒔絵や螺釧（貝

を文様に切ってはめる技

法）が鮮明となった。

（美術学芸課調査官 伊藤信二）



⑮文化財鑑賞の手引き馨― --- -

平成15年8月号の続編である。岸
洋装本は、表紙が硬い紙で畝われて

いる。手に持って読んでも平気である。と

ころが和本は、表紙に柔らかい紙が使用さ

れているため、、机などの平たい場所に置い

てから読むことを記した。今回は、古人が

本をいかに収蔵し、大切にしてきたかを、

紹介したい。

幕末の蔵警家鈴木白藤は、蔵書印に「節

縮百費日月積之」（図 l) を陽刻する。意味

は、この本を得るために日々諸々の費用を
た

節約して代価を貯めだ;とある。白藤は、

幕府の文庫「紅葉山文庫」の書物方奉行に

なった人物である。この文庫は、明治政府

に、さらに独立法人1国立公文書館に引き継

がれ、公開されている。

蔵：：ロロ：口、まケ1ロロ
ながらも、自分の読みたい本を買い集めて

いる。それだけに、求めた書籍は大切に大

切に愛蔵する。

本の扱い方法を示した人物に、『近代名家

著述目録』の編者で江戸時代後期の蒐集家
つつみあさかせ

堤朝風 (1764~ 1834)がおり、その蔵書票
が有名である。木版の蔵書票を摺り、本に

貼っていた。票には「第一と第二のゆひも

て／ひらくへし、其よみたる／さかひにを

りめつけ又／爪しるしする事なかれ」（図2)

と彫っている。意味は、本を閲き読む時、

第一の親指と第二の人指し指を用いるべき

である。読んでいる途中でページに折り目

を付けたり、また本文中で注目する箇所に

爪で引いて印を付けてはいけない、と明記

する。いかに蔵書家として本を大切にして

いたかが窺える。しかし、蔵書票を貼り付

けるのは、本を汚しているのではないかと
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の思いが、私の

こかにある。

特に昔の写本

などは、指でペ

ージの左端下を

つまんで開くた

め、つまんだ箇 図1 鈴木白藤の印

所が破損してい

るか、端 まく

が嶋Jム[コi 
れて重なりあ

い、ペー を開

くのが困難であ

る。網理に開け

ようと ると、
iつで

その1固所を傷め

一〗てしまう。鎌倉

時代古写本の平

瀬家本源氏物語 ＇と
（重翌文化財、

国）を調査した
図2 堤朝風の蔵書票

折、「アケルヘ

ラ］と書かれた江戸時代の包紙を開けると、

竹ヘラが人っていた。昔も本を関く際には、

このヘラを用いて一頁一頁丁寧に扱ってい

たことがわかり、感激した。ただし、この

ヘラを袋綴装に用いると、袋の間に入りや

すく、袋の所を切る場合があるため、慎重

に扱わなければならない。袋になっていな

い綴葉装などの本に用いる。

修理者が紙の糊付けした部分を剥がす時

に、竹ヘラを利用しているのを見て、私も

自分用に造った竹ヘラを使うようになった。

後に、アケルヘラと同様の形であることが

わかった。調査の折・には、指を使うことな

く、竹ヘラを用いて本を開いている。

（文化財部美術学芸課主任文化財調査官 藤本孝ー）



ゎ

輪は古墳に立て並べられた、粘土製で

中空の焼き物です。写真で示した武人

をかたどった埴輪は6世紀後半のもので、両

方とも群馬県内から出土しました。この埴

輪は細部まで表現されており、古墳から出

土する遺物とあわせて考えることで、当時

の武人の姿がわかります。
かふと 、^さき

頭にかぶっている兜は、船の紬先に似た
しょうかくつき力ぶと よろい こざね

をした衝角付冑です。鍔は小札（鉄板）
けいこう

をとじ合わせたもので、桂甲と呼びます。
くさずり

桂甲は胴とスカートのような草摺がひとつ

ながりになっており、体の正面で右前に合

わせます。肩宜と寵手も身につけています。
かっちゅう

このような鉄製の甲冑はとても重いもので

した。二人は歩兵ではなく、騎馬武者に違

いありません。

脚に目を移すと、二人とも膝の下を紐で
あゆい

縛っています。これは脚結といい、飛鳥時

代まで続いた伝統的な服飾です。例えば

『日本書紀』によると、天武5年 (676)正月

には篇麗直字らに衣、袴などと一緒に脚結

が与えられています。

次に武器類をみてみましょう。左腰には

はに

埴
輪
武
装
男
子
立
像

（
相
川
考
古
館
）

- 噛文化財鑑賞の手引き魯

大刀を提げています。当時の大刀は反りの

ない、まっすぐな刀（直刀）でした。左手

に持っている棒のようなものは弓です。左
とも

手首には輌という革製の道具をつけていま

す。もちろん矢も携えていて、左の武人は

`」という道具に弓を入れて背負い、右の

武人は「詞筐」という道具に入れて右腰に

斜めに提げています。靱は 4世紀、、胡緒は

5担紀に出現したといわれ、さまざまな違

いがあります。靱は矢尻を上にして入れて、

胡籐は矢羽根を上に入れます。そのため矢

を抜く動作も違ってぎて、靱は上に出てい

る矢尻のあたりを持ち、上方へ引ぎ抜きま

す。胡籐は下の方を持ち、矢尻が箱状の部

分からでる程度に引き上げ、それから前方

（下方）へ抜き出します。小さい動作で矢を

抜けるわけです。そのためか、古墳時代は

靱が多く使われましたが、奈良時代には胡

籐が主流になったようです。

このように、埴輪の造形には多くの情報

が詰まっています。ぜひ博物館な

くり観察してみてください。

（美術学芸課技官

でじっ

石橋茂登）
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絢文化財鑑賞の手引き縁

巻物は、その内容．，展開といったこと

が大ざっぱにわかると、あとは見るこ

とがないような感じになりがちです。でも

それだけではもったいない。絵巻を楽しむ

一つの見方として、一見何気ない点景措写

をじっく灯見てみるというのはいかかでし

ょう。

図の遊ぶ子どもの絵は、鎌倉時代に描か

れた西行物語絵巻（文化庁保管⇔重文）の

一部です。地位も家族も捨てた西行が、初

めての歳の暮れを迎え、年末年始の路上の

賑わいを庵に一人坐って眺めている段のご

くごく一音似描かれた子どもの実際の画面

上の身長は4cmほど、小指の大きさにも満た

ないくらいのほんとうに小さなものです。fもが遊んでいるのは汀麗といういわ
ばホッケーで、木で作ったラケットを

麗冒といいます。打毬は昔はお正月の遊び

で、子どもを病気などの炎いから守る、魔

除けの意味合いもありました。しかし、こ

んな知識も知らなければ知らなくてもいい

かもしれません。知識は、よりよくものが

見えてくることにもつながりますが、こち

らを縛ることもあります。絵は固い概念だ

けの領域にはありません。

なによりこの三人の子どもの生き生きと

してかわいらしいこと。右の女の子は見事

『西行物語絵巻』部分
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な天然パーマ。そして左の女の子は球を思

い切り打った瞬間です。線を一本一本たど

るように見てみましょう。その一瞬の真剣

な顔の哀情，、全力を込めた小さな体、羅の

上がった小さな足".…。子どもの歓声、木

の球を打つ音を耳の奥で再生しながら眺め

てみましょう。

物をさらに広げていくと、この様子を

ー～•人静かに眺めている西行が現れま

す。もちろん西行は、強烈な意思をもって

俗凰を拾て，、歌の道に生きるという決意を

し実行した直後ですから、みんなと一緒に

年の瀬を楽しんでいるわけではないでしょ

つ。綜巻には出家直前の西行が「煩悩の絆

を断つ」ために自分の娘を縁側から蹴落と

したというエピソードも描かれています。

しかし、ではこの子たちを眺める四行の胸

は、捨ててきた自分の娘への思いに少しも

痛まなかったでしょうか。月や桜を優雅に

詠んでいただけではなく、歌の裏にこめら

れた人生に対する苦みのようなものがこめ

られているのが西行の魅力の重要な要素だ

と思うのですが。そんなことは詞書には直

接は書かれてはいませんし、この子どもた

ちも年末の賑わいの一こま、といえばそれ

だけのこと。しかし直接の意味自体はどう

ということのない、いわばその周辺に、豊

かなものがにじみ出るように示唆

されてくることがあるのです。

この絵は今自分だけのためにあ

る、と思って行きつ戻りつ、近寄

ったり遠ざかったり、ゆったりし

た気分で時間をかけて一つの絵を

見る、ということもたまにはして

みてはいかがでしょう。

（美術学芸課文化財調査官 小林達朗）



ー一 霧文化財鑑賞の手引き魯— ― 

まず，図版をみていただぎましょう。ど

こかの島の地図であることはわかりま

すね。どこの島でしょう。よくみるとシコ

タンの文字がみえます。これがこの島の名

前なのです。

シコタン島一~色丹島と書けはおわかり

いただけるでしょうか。そう，北方領土の

四島の一つですね。そして右端には「維時

保七丙申年／五月 今井信名 測量図」

と墨で書かれています。天保7年は］836年

ですから今から 168年箭のこと。つまり，こ

の墨書は天保7年の5月に今井信名が作成し

た測量図ということを語っていますc そし

て，一里二寸一分六厘とも書かれています。

これは1里を2寸 j分6厘に縮尺したというこ

とですからちょうど6万分の lの縮尺図にな

ります。現在，私たちが通常使う地形図は5

万分の 1の縮尺ですから，なじみの深い大き

さですね（もっとも最近は2万5千分の 1が

多いですが）。興味のある）］は国土地理院の

地形図と比較してみてください。その正確

さにきっと驚かれることと思います。

ラの正確な測量図を作った今井信名とは

し0 どういうひとなのでしょうか。今井信

名（のぶかたと読みます），通称は八九郎。

寛政2年 (1790) に蝦夷地（現在の北海道）

松前藩の下級藩士の子として松前で生まれ

ました。蝦夷地は文化4年 (1804) に江戸

1行の直轄地となり，松前藩は臭州梁川に移

されます。文化］0年に家督をついで，松前

行所同心となります。この間，信名は間

宮林蔵から伊能忠散流の測量術を学びます，）

文政4年 (1821) に蝦夷地が松前藩に返さ
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今井信名作「シコタン」島測量製図（東京国立博物館蔵）

れると信名はまた松前藩士となり，藩命で

蝦夷地全域の測量を開始し古す。その成果

の一つがここで紹介した「シコタン島図」

なのです。

仁名は文政 11年（1828) に現在の十勝

ロ地方から測量を開始し，暇夷地全域の

沿岸，奥尻，利尻，礼文などの島嶼部，樺

太，色丹，国後，択捉，歯舞と測量をつづ

け，安政5年 (1858) までの37年にわたる

測量生活を閉じます。彼は測量図を伊能忠

敬の方法で仕上げた最後の測量師であるこ

とに加えて，伊能息敬や間宮林蔵が測量で

きなかった千島列島南部，すなわち北方領

土の実測に陥づく精細な地図を1.ll：界で最も

く作成したことなどのほか，蝦夷地松前

という辺境の藩にあって非常に高い学間レ

ベルの仕事をしたという評価が・下されます。

この測量師は文久2年 (1862) に枇を去り

ました。

（美術学芸諌主任文化財調査官 佐々木利和）



●文化財鑑賞の手サlき●

仏像がはじめてできたのは，パキスタン

中央部のガンダーラ地方と中インドの

マツーラ地方においてで，紀元後1世紀の終

わりというほぼ同じ時期であったと解され

ていますが，その事情についてはまだはっ

きりとしていません。実在した人物として

の釈迦は，悟りをひらき法を説いた至上の

存在でもあるわけですから，軽々にその姿

を表現するわけにいきませんでした。写実

的というよりも象徴的で崇高なつくりの像

が最初期からつくられ，その型が中国をと

おって日本にまで伝えられたのです。

一方，人物の生きている姿をありありと

表現する肖像は，当然のことながら似てい

るということ，つまり写実が条件のひとつ

として要求されます。奈良・唐招提寺の有
がんじん

名な鑑真像は文献によれば生前につくられ

たとされますが，実際そこに坐っているよ

うな存在感だけでなく高い精神性までも感

じさせます。

ここに，彫刻における抽象と具象という

両面を見ることができます。

ところが同じ肖像でも，像主が遠い過去

の人物でしかもその人物に対する崇敬

や畏怖の念が強い場合は，違った局面が浮

かびあがります。例えば，聖徳太子の肖像

はその五百回忌にあわせて，平安時代後期

『僧形八幡神像』

奈多宮蔵
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『仏三尊像』ペシャワール博物館蔵

（パキスタン）

(12世紀）に京都・広隆寺と奈良・法隆寺で

企画されますが，秘仏と同等の扱いをうけ

ます。とくに広隆寺像は天皇の即位にあわ

せて衣が着せかえられ新たな生命を得ると

いう，神と同じ属性が与えられました。ま

た，菅原道真の怨霊を恐れて建てられた京

都・北野天満宮の神体は，絵図によれば後
いかり

世怒天神といわれる姿の道真像だった可能

性があります。いずれの像も，肖像であり

ながら神をも表現しているのです。

さてその神像ですが，もともと私たちの

祖先はすべての事象に神の意思を認め

その具体的な姿を考えることはなかったの

ですが，それを新たに創出するにあたって

仏像が援用されました。とくに八幡神は神々

の中でもっとも仏教に接近した神で，最初

は僧侶姿とされたのです。まさに神仏習合

そのものでした。その表現を見てみますと，

平安時代前期（九世紀）の遺品とされる京

都・東寺鎮守八幡宮，広島・御調八幡宮そ
そうぎょう

れぞれの僧形八幡神像は，あたかも地蔵菩

薩のような形姿です。ともにまつられる女

神像は宮廷女官の風俗を写しながら，坐り

方や手つきを仏像から借りています。仏像

的表現の多いことがわかりますが，その顔

つきをよく見ますと，仏像のそれと異なっ

ていかにも日本の神らしく平明さがありま

す。これはまた別の特徴といえましょう。

八幡神が僧侶の姿でなく束帯で現れるよ

うになるのは平安時代後期から鎌倉時代に

かけて (12~13世紀）で，それは八幡神と

同体とされる応神天皇をあらわすとされま

す。ここまで来るともはや肖像の片鱗はあ

りませんが，遠い過去の人物像を神像と見

る一例といえるでしょう。

（美術学芸課主任文化財調査官 伊東史朗）



一 畿文化財鑑賞の手りlき魯

ゥこではうつわを飾る方法を見てみたい

し魯と思います。まず直接文様を描いて飾

る方法は，粘土からうつわを成形した後，

素地がまだ乾燥する前の柔らかい時期に，

直接文標などの装飾をうつわの表面に施す

もので，やぎものでは最も早くから現れて

います。大ぎく見ると以下のものがありま

す。

①臼元：最も古い方怯で，描ぎたい文様を

彫り付けた印材などを乾燥する前のうつ

わに押し付けて施します。中世瀬戸の製
わらびて

品が代表で，菊◇梅。巴。蓮弁。蕨手な

どの植類が見られます。大きな文様では

小さなものを組み合わせて施していぎま

す。

②員元：責や麗などで文様を刻んで施しま

す。自由に伸び伸びと描くことができる

のでいろいろな文様が見られます。中世

渥美の製品では秋草文や蓮弁文などが，

中世瀬戸の製品では牡丹・草菓・魚など

が，中世信楽の製品では檜垣文などの種

類が見られます。
-（もん

⑤剥文：画花の一種ですが，文様の主題が

明らかではなく，幾何学文などの場合に，

この名称を用いることが多くあります。

中世信楽の製品などに多く見られます。

疇贔賛：櫛の歯状のエ具を用いて文様を

槌すもので，籠臼［：：とも呼ばれます。中

世備前の製品が代表で，大きく波打たせ

る晨紐笠と直線的に表す櫛目文とを組み

合わせて施した製品が多〈見られます。
らょうかもん

⑤貼花文゜。成形時に，うつわと同じ粘土を

用いて表面に文様を貼り付ける方法です。

中世瀬戸の製品には，巳・蓮華・菊花な

どの種類が見られます。

次_：うつわ自体［／り[Iえて変化を作灯

山す方法は，輛鑢などでうつわの形を

成形した直後，または乾燥前にうつわ自体

に手を加えて飾りを施すもので，以下のも

のかあります。
りんか

①輪花： 碗や皿などの口緑を一定間隔で切

り込んだり， ＜ぼみを付けて飾りとした

もので，花形を思わせることから輪花と

呼ばれまゾ〇
り，~うか

②稜花：輪花と同様の飾りですが，凹部と

凸部を作り出し花弁状の飾りとしたもの

です。
すかしぽり

③透彫：うつわの一音〖を文様状に切り抜き，
それを飾りとしたものです。
へらめ

①珠洲・草樹文壺 (12世紀・画花］ （図瀬戸・鉄釉印花広口壺 [14世紀］ ＠賃［目 ： 1叱山廿寺1t の店浬予・綺飯音〖などの茶碗

③志野果樹文鉢 [16世紀・稜花］ I④黒織部茶碗［17世紀。沓形］
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に見られるもので，胴などを箆で削り取

り造形に作為を加え変化を作り出します。
くつがた

⑤沓形：桃山時代の織部や唐津などの茶碗

に見られるもので，輛櫨で筒形に成形し

た後，意識的に形を歪ませ変化を作り出

します。

（文化財部美術学芸課主任調査官 齊藤孝正）



ー一 ＇ 螢文化財鑑賞の手引き魯

店ぎ手紙」を古文書と言い換えても，そ

う間違ってはいないであろう。文書と

は，一般に「甲から乙への意思の伝達手段」

と規定されている。占文書というと難しく

考えかちであるが，古き文書を手紙の類と

思えば理解しやすい。

手紙は公的と私的に分けられる。公的に

は公文書があり，私的では書状，消息な

と呼ばれ，形体から大詭把にいうと，書

は漢文休で，消息は仮名で書かれている。

相手の乙に対する意息表示であれば，自

分の意思を書き綴っている文章を，他人に

読まれないために色々と工夫がなされる。

文を閉じ隠し，開いたことか直ちに判る

ように封をする方法である。

中
きりふう

世の代表的な封に切封がある。右端か

ら五ミリ前後幅に下から三分の二位ま

で切られた痕や，紐状に切られて，ぶら下

っている書状を展覧会などで良く見る。こ

れが切封である。

切封は，このぶら下がりの紐状になっ

部分を用いて紐のように本1本に巻く。この

端ができるのは，手紙を書〈時、二枚の紙

を手にオ寺って書き，終わると巻いたり折畳

むと、紙の内輪差ができ，切封の部分が外

に出てくる。また，本体の端窒体を切離し

た紙紐で巻く。いずれも，紙紐の上から

「封」と書くか「量州」をする。「封」の字
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は奈良時代より使われているが，行書・草

書体になり，単に傍線のような一本棒でi:11

くことが多くなった。これを「墨引」と呼

んでいる。

江戸時代，封の故実を例示したものに，

武家側は折畳み，公家側は九めた巻物

状の上に封をすると説いている。

切封以外の例を挙げてみると，も喜計、
ふう のりふう しヽ とふう

封．糊封・糸封などがある。し＼ずれも，

体を閉した紐や紙の合わせ目に「封」の字

を書いている。

・結封一折畳んだ手紙自体を結び，その上

から封の墨書きをする。

．捻封ー折畳んだ手紙の畳んだ方向に強く

捻り，捻ったところに封の墨書きをする。

または，捻った箇所に紐を掛ける。

c 糊封一本体を包紙で包んで閻附し，綴じ

たところに封の墨書きをする。現在の封筒

にも通じる。

・糸封ー折畳んだ手紙を上下か真中の端に

糸で綴じる。

に本体には封をせず，箱に入れて箱自

休に封をするていねいな仕方もある。

封じることは手紙以外にもある。正倉院

が勅封により守り伝えてぎたことからも解

るように，文化財の保存に大いに役立って

し・＼る。

（文化財部美術学芸課主任文化財調査官 藤本孝ー）

国宝『上杉家

文書』のうち，

書状の切封例



癖文化財鑑賞の手引き魯

どう が<

鐸は，弥生時代に造られた青銅器で，

祭祀行為に使用したと若えられていま

す。古〈は音を鳴らすベルでしたが，やが

て置いて見るペル形の器物へ変化しまし， 1，-0

青鋼というのは銅と錫の合金です。現在は

変質して青緑色や黒色をしていますが，当

初は金色に近い輝ぎをもっていました。
ち心う

銅鐸の変遷は紐と呼ぶ吊り手部分から推

測できますc 当初の実用的な形から，吊り

手の機能を失って平らになり，周囲に飾 II)

が加わっていきます。古し9)ほうから順に，
＇）ょうかん

紐の断面が菱形を呈する菱環紐式（①)，紐

が広くなる外緑付紐式，菱環部が文椋帯に

なってその内外にも文様帯がつく扁平紐式

（②），高（I、突出した突線を文様に壻いる突

線紐式（①)と変遷します。これを I~N

式と称することもあります。

銅鐸には文様などから区分されるいろい

ろなグループがあり，特に突線紐式は近畿

地方を中心に分布する近畿式と，三河・遠
三廷

江を中心とする二返式に二大別されます。

現：知られて[,□9ま大の銅鐸は近畿式で
。滋賀県大岩山出土銅鐸の一つで，

高さ I34.7 cmを測ります(@)。

算屑斜睾力汀廿」ご-する状況にはし、〈つかの特徴

①国宝『横帯文銅鐸』 ②国宝『袈裟禅文銅鐸』

高21,7cm 高43,0cm

島根県荒神谷遺跡出土 伝香川県出土
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があります。銅鏡などと異なり，墓に副葬

されていた例はありません。大半は何ら目

印となるものがない場所に穴を掘って埋め

ています。埋めている場所は丘陵が多く，

一部の銅鐸は平地にも埋められています。

埋めたときの銅鐸の姿勢はさまざ主ですが，

横倒しでffe.：9を上下にする姿勢が多く見られ

ます。これは広い地域で共通しており，銅

鐸の埋め方には作法があったことがわかり

ます。埋めること自体にも築祀的意味があ

ったと考えられるので，銅鐸を埋める行為

を「埋納」と呼んでいます。埋納の目的は

諸説があるものの，はっきりしません。

ぁつ，たも博物館で銅鐸の美を鑑賞しつ

何のために鋼鐸が造られ，．埋めら

れたのか考えてみませんか。

（美術学芸課技官 石橋茂登）

昇茅礼羹，翠 J9知叫ぷ？べぷ幻バ＇~ジ3ぷ 9 / ＼ ／ ~ ｝ ：、＇／ e ．，‘， 9 9 • ：し3:ら 4,~ ~ t'; ぐ（ジ●’〉、'が心岱，、“ゞ，心~

I'鑓)重文『突線袈裟欅文銅鐸』高134.7cm, 滋賀県大岩山出土



謬文化財鑑賞の手引き函 ―-- -―-

東京国立博物館に保管される国宝『普賢
菩薩像』（絹本著色。平安時代）は，

我が国の仏教絵画を代表する優品です。そ

の顔や体の輪郭はきわめて淡く細い墨の線

によって描かれています。例えば，目のま

わりのくぼみや合掌する指など，線の太さ

を巧妙に使いわけ，恨球の盛り上がりや指

のやわらかさを表現しています。微細な表

現によって仏身に実在感を与える線揺技法

は，平安時代後期の仏画に散見されるとこ

ろ（神護寺『釈迦如来像』や東京国立博物

館『虚空蔵菩薩像』など）ですが，これに

淡い墨を用いた例はきわめて稀であり，そ

の背景には，仁和寺所蔵『孔雀明王像』な

どの中国宋代の仏面からの技法摂取が想定

されます。

さて，奈良時代以降の仏教絵画の流れを

ふりかえりますと，彩色された仏面において

如来や菩薩の多くは，法隆寺金堂旧壁画に
てっせんび'.う

見られるように，鮮やかな朱色の「鉄線揺」
つよ

と呼ばれる太さが均ーな勁い線によって面

貌や四肢などを描き出すことを通例としま

『普賢菩薩像（顔部分）』

東京国立博物館
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す。そこには，

経典の記述を

重んじ，ほィ〗ナの

姿を細郊にわ

たって明瞭に

描き出すこと

を目指す姿勢

が感じられま

す。これは，

仏の姿の細部

にわたり仏教

的な意味が与

えられていた

ことによりま

すか，それを丹念に描き出す行為が，仏ヘ

の深い信仰心の反映ととらえられていたこ
あずか

とが大ぎく与るものと思われます。

このような姿勢は，平安時代初期に空海

最澄によって請来された密教の絵画にお

いて，より増幅した感があります。すなわ

ち，曼荼羅の多数の尊や多くの手足をもっ

菩薩，明干などの姿を揺ぎ分ける必要性が

これにかかわるとみられます。さまざまな色

の密教尊の登場は，その身体の色に応じた

輪郭線の選択を促しました。平安時代後期

の仏圃表現，特に彩色や歓金の技法には，

繊細な感覚が看てとれます。高野山金剛峯

寺の『仏涅槃図』では，黄と白の二種の身

色の菩薩が釈迦の枕もとに交互に配されま

すが，それぞれに朱の輪郭線と墨のそれと

を使い分けています。ここには色彩に対す

るより自由で繊細な感覚が認められます。

平安時代末になると，仏両の表現は繊細

さを極め，同時に中国宋代絵画の影響

などを受け，仏身に実在感を与えようとす

る態度かあらわれます。『普賢菩薩像』にお

ける淡墨線の使用は，このような流れに悼

さすものでしょう。ただし『普賢菩薩像』

の表現は経典に則るという伝統的な仏両観

から離れたものではなく，経典に「白玉身」

と説かれた水晶のような普賢菩薩の身体を

再現するため白を引き立てる淡く細い墨線

を用いたものと若えられます。

仏圃は難解なものと思われがちですが，仏

を描き出す線構に先人が込めた意図を感じ

取ることは，仏圃を通じて過去との対話を

行うことであり，仏教的な知識からのみで

なく，表現からも仏画のもつ意味を知り得

ることを示しているのではないでしょうか。

（文化財部美術学芸課技官 増記隆介）



●文化財鑑賞の手引き●

博［：，館そやの美／：官力□そ展：~されれさてま〗:9::
とを語ってくれるもので，観る人によって

もいかようにも楽しめます。しかし，複数

の資料をつきあわせて観ることで，楽しむ

幅はもっと広がっていくのです。

例えば，一人の人物が長年記したものを

年代ごとにならべてみると， ミミズが這っ

たような古文書でも，次第に文字が上達し

てゆく様がうかがえたり，文字の乱れから，

利き手が不自由になるような病気を煩った

ことが推察できたりします。またたくさん

ある和書や漢籍のうち，ある特定のものだ

け端がめくれ手垢がついたようなもの，書

き込みの多いものがあれば，それが特に好

んで読まれたのだということがわかります。

逆に刷りたてのような状態で今に伝わって

いるのであれば，相当大切にされて保存さ

れてきたのか，反対にさして興味をもたれ

ることなく，ひっそりと本箱の中に埋もれ

ていたような様子を想像できるのです。

国宝や重要文化財の中には，歴史上に重

重要文化財

『蝦夷地北蝦夷地図』［鷹見泉石

関係資料（茨城県古河市所有，

古河歴史博物館保管）のうち］
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要な足跡を遺し

た著名な人物に

関するさまざま

な資料を一括し

て指定している

ものがありま

す。下総国古河

藩の家老を務め

た鷹見泉石関係

資料（古河歴史

博物館蔵）もそ

の一つです。彼

は渡辺畢山が描

いた国宝「鷹見

泉石像」（東京

国立博物館蔵）

のモデルであ

り，教科書か何

かで観たことが

ある，その容貌

は知っていると

いう人は多いの

ではないでしょ

うか。彼は洋学

や地理学などに

興味をもち，家

老としての職務

の傍ら，実にた

くさんの資料を

書写し，顔の広

さを駆使してさ

まざまなところ

から珍しいもの

国宝渡辺華山筆『鷹見泉石像』

（東京国立博物館蔵）

重要文化財

『彩色鉛兵隊人形』［鷹見泉石関

係資料（茨城県古河市所有，古

河歴史博物館保管）のうち］

を集めています。書写した地図の緻密で正

確な線や細かな文字には彼の人柄がにじみ

出ていて，地図としての謡かれだ情報はも

ちろんのことながら，現在も一緒に遺され

ている分度器や定規を駆使し息を殺して作

図にあたった泉石が目に浮かぶようです。

また写真の鉛の兵隊の人形は長崎のオラン

ダ通詞に頼んで手に入れた輸入品ですが，

あの堅物そうにも見える泉石がどんな表情

でこれを手にしたのでしょうか。

止の資料は難しくて読めない，敷居が高

＂いと思われる方があるかもしれません

が，それぞれの目線で色々な資料をつきあ

わせ，想像を膨らませてみてみると， もっ

と身近にそしてぬくもりのあるものに感じ

られることと思います。

（文化財部美術学芸課技官 松本純子）



惑文化財鑑賞の手引き疇—- --- -

一都 ，栂尾の高山寺に残されている寵，

昂犬， 馬の動物彫刻は我が国彫刻史上，

特異な位置をしめています。すなわち，神

社に奉納される小塑の動物や仏像に従いそ

れを守護する動物たちと異なって，この寺
みょうえ

を鎌倉時代に中興した明恵上人の日常的な

信仰生活と密接な関連が考えられるものだ

からです。

ここでは馬についてすこし考えてみよう

と思います。平成 15年度に国庫補助事業と

しての修理が完成し面目か一新しました。

この馬の大きな特徴は裸馬だということ

ですc 神ネ士に奉納され左馬は神の乗り物と

して鞍をつけるのが常ですし，仏圃などに

出てくるのは裸馬であってもほとけの乗り

物であったり曼荼羅の一圃をしめるもので

すが，ここではそのいずれでもありません。

浜にある馬の博物館に鎌倉時代在来種

の復元模型があります。これと比較し

てみますと，高山寺の馬の方が胸腹部が下

がって晨部がせり上がる，よ〈しなって筋

肉質の体格であることが見て取れますが，

1本高が低く足の短い特徴は同じで，高山寺

の馬が実際の観察にもとづいていることが

知られます。

明恵上人は日々生活する周辺に暖かいま

なざしを注ぎ，そこに仏教的な意味を見い

だそうとする人でした。『咀恵上人伝記』と

いう書には，「l二人は，アリ，舵，犬，鳥な

どの小動物だけでなく田夫・野人などでも，
ふ．・.,I.. tう

みな仏性を備えているから，卑しんではい

けないといって，｝ミのそば，馬。牛の前を

歩いても，高貴な人の前のように腰をかが

めて通った」とあります。「仏性」とはほと

けとなる可能1生というほどの意で，どんな

動物でもその仏性あるものとして敬いをも
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高山寺所蔵の「馬」

の彫刻

馬の博物館（横浜

市）が所蔵する

「馬」の復元模型

って対応したことが記されています。この

馬は上人のそのような生活態度から生まれ

たと見ることがでぎましょう。

また上人は自分で見た夢をいちいち書き

取って『蓼臼』という書を残していますが，

ここに数多く登場する動物たちは，上人の

日々の息いの反映にほかなりません。そこ

に出て〈る馬には，多くの物を遠くまで運

ふ力に仏教的な意味づけがなされました。

馬の博物館の馬よりも筋肉質の体型だった

ことは，その運搬舵力に着日した結果でし

ょうか。

古山寺を中興した明恵」□：人でしたが，金

阿堂や三重塔といったイ面員とともに，思
あんしつ

索や執筆の場として庵室を重視しました 0

江戸時代に下るころのことですが，そのよ
せきすし：し、ん

うな庵室のひとつ石水院の春日。住古両阻

神の前に1it（一対）とともに馬が安置され

ました。そして上人の刊像をまつる間山輩

には人が置かれたのです。これなどは，上

人の精神がのちのちまで』璽解され牛かされ

ていた証拠といえるでしょう。

（文化財部美術字芸課主任調査官 伊栗史朗）



魯文化財鑑賞の手引き露

2 °°4年5月号のこの項でも述べたが。ひ
とくちに工芸品といっても，その種類・

内容はじつにさまざまである。用途からお
さい

おまかに分類すれば， 日常生活，宗教や祭

祀行為，戦闘や武芸に関係する用具・器具

類などで， しかもある成熟と洗練をへた製

作技術・加飾技法によったもの， というこ

とになる。一方材質で分類すれば（これか

一般的であるか），金工品・漆工品・木竹エ

品・染織品。陶磁謡・刀剣・甲冑・ガラス

製品 c 皮革製品などと，やはり多岐にわた

ることになる。今回はこのうち，金属を加

工して造られた金丁品をとりあげ，その加

飾技法の 1つである「鍍金」（金メッキ）に

ついて近べる。

辰ロニロニロ：ロニにすることかあるだろう。むろん全体が金

のみでできた，いわゆる金ムクである場合

もないではない。では近づいてよく展示解

説パネルを見ていただぎたい。名称に「金

銅。.....」， あるし：は説附に「銅ら忍靡誡（薇
そう

遥）鍍金」，英文で “bronze,goldgilt" など

と表記してある場合が，わりあい多いこと

に気づかされるはずである。

幾星霜を経ても変わらぬ金（ゴールド）

の輝きは，いつの時代にも人々を魅了する。

しかしそれがなかなか潤沢には手に入らぬ，

価値な貴金属であるのは，昔も変わりな

かった。そこでモノじたいは手に人りやす

く，また墜牢で保ちのいいわりに細工のし

やすい青鋼（銅に微景の錫・鉛などを況ぜ

た合金）で造り，表面に薄い金の膜をはる

鍍金が生まれたのである。これだと金はム

クよりも少置ですむ。すでに古代エジプト

やオリエントにおいて行われ，紀元前s-li土紀
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ごろには中

国で盛んと

なり，朝鮮

半島を経て

日本に渡

来， 3世紀

末以降の古

墳時代に定

着をみて以

降，青銅で

器物を造り

表面に鍍金

した「金刹

は，もっと

もポピュラ

国宝金鋸八角燈籠羽目板（奈良。東大寺）

ーな金工技法となったのであった。材質的

にも青銅は金と相性が良かった。例えば鉄

には直接に鍍金かできない。まれに銀製品

の表面に鍍金した遺品があるが，いっそう

督をきわめた例であることはいうまでもな

し‘

゜
古来からの鍍金のやり方を2，とおり挙げ

ると， 1つは金と水銀を混ぜて，どろ

どろしたアマルガムとし，これを表面に塗

るもの， もう 1つは表面に水銀を塗ったの

ち）薄い金箔を置くもので，いずれも最後

に高熱で水鋲を蒸発させることで金が定着

する。いったん付いた金は，使用や風雪に

よる摩擦がなければ，かなり耐久性がある。

れにしても，約 1300年もの間屋外に安

され，表面を緑青錆がおおっていた文化財

の修郎に関わったさい，取り除かれた錆の

下から，鍍金の鮮やかな金色が現れたとき

は，改めて金の不変に息い入ったことであ

った。

（文化財部美術学芸課文化財調査官 伊薩信二）



I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

-2-
―

I

-

―
 

●文化財鑑賞の手サlき。

こひつ

Q:タイトルにある古筆って何ですか？

A:古人の筆跡で，書跡として優れたもの

をいうんだ。

Q:優れた筆跡を書く古人には，

がいるのですか？
9のつらゆき おののみちかぜ

A:古筆の名人には，紀貫之，小野道風，
ふじわらのすけまさ ふじわらのゆ差なp みなもとのじたごうみなもとのとしより
藤原佐理，藤原行成，源 順，源俊頼，

籠篇襲寮，富巌誓巌，畜量，韮惰旱らの 17人

がいるけれども，紀貫之をはじめとして歌

人の書つまり仮名で和歌を書いたものが大

事にされているんだ。 • 

Q:道風，佐理，行成は，旦彗として教科

書にも出てくる有名人だよね。書といえば

「弘法も筆の誤り」「弘法筆を選ばず」とい
くうかい

うように，弘法＝空海がよく知られている

けど，古筆の名人には選ばれていないので

すか？
しょう

A:そうなんだ。でも，空海のほかに，聖
とくたいし すがわらのみちざね

徳太子や菅原道真らも名人と同じように尊

重されているんだ。

どんな人

古筆切（石山切）

Q:古筆は昔から今のように鑑賞されてい
たのですか？

よしだ ttんこう
A:吉田兼好は古人を見ぬ世の友としてい

つれづれぐさ

るようだ（『徒然草』第13段）。兼好のよう

に，古人を偲ぶことができるのは書跡だけ

だという思いは古くからあったんだ。そう

いうことから次第に，古筆は人々の鑑賞の対

象とされることになったのだろうね。

Q:どんな人たちが古筆を鑑賞していたの

ですか？

A:さかんに鑑賞されるようになったのは，
くげ まきもの

室町時代から。当時は公家らが巻物や冊子

本の形そのままに拝見しては感歎していた

んだ。安土桃山時代になると，武家や豪商

らも鑑賞するようになって，ついには巻物

や冊子本から一部分が切り取られたり，分

割されたりしたんだ。こうして分割された

古筆は古筆切と呼ばれ，鑑賞するために多
かけもの

くは掛物にされて，｀茶室の床の間の掛物に

利用されていったんだ。

Q:誰が切り取ったりしたのですか？
さいちょう ふう

A:例えば，空海が最澄に充てた消息の『風

樹紅』は，もと 5通からなる巻物であったも

のが， 1通は文和4年 (1355)頃に盗まれ， 1
とよとみひでつぐ

通は豊臣秀次の所望により天正20年 (1592)

に切り取ったことが知られているんだ。

Q:鑑定方法の極意はないのかなあ？

ひとも教えてほしいものです。

A:肝心なのは，まず古い新しいを視る，

次に書風を観る，そして筆力の具合を察す

る，と古い本にある。これら以上に強調し

ているのは，経験を積むことです。だから

安易な素人判断は間違いのもとということ

t だろうね。とにかく，古筆はじっくり，

っくり，落ち着いてみてみよう。

（文化財部美術学芸課主任文化財調査官 池田

ぜ

ゆ'

寿）
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-― 一 ー 歌文化財鑑賞の手引き魯

国宝 新潟県笹山遺跡出土深鉢形土器（＋日町市博物館所蔵）

縄二：0［：：イカtヽ／口□：］］9：11:
れた一群が，ここに紹介する火焔型土器と

呼ばれる深鉢形土器です。写真の一群は新

潟県十日町市の筐山遺跡から出上しました。

うねるように立ち上がる装飾はあたかも燃

え上がる火焔を思わせ，ダイナミックな造

形は縄文芸術の極致といえます。大きさは

最大のもので高さ47crr]，幅42cn]です。実際

に煮炊きしたとする意見もありますが，祭

祀の道具だとの見方もあります。

このような土器は新潟県長岡市の周辺を

中心に，東北地方南部，北陸地方，中部地

方の一邸にも分布する，地域的な特色が強

い土器です。土器型式としては，妍潟県の

信濃川流域を中心に分布する馬高式に属し

ます。装飾性が高い土器は2つに大別され，

波形の口緑部に鶏のとさかのような把手を

もつ「鶏頭冠形」（写真左）と，口緑部全体
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が王冠のような形を呈する「王冠形」（写真

右）に分けられます。このうち前者が火焔

型上器と呼ばれているものです。

もともと「火焔土器」という呼び名は，

長岡市の馬高遺跡から昭和11年に発掘され

た土器の愛称です。その後，同様の器形，

文様の土器が周辺各地で発掘されるように

なったので，それらを「火焔型土器」と呼

んでいます。馬高遺跡出土品は重要文化財

に指定され，笹山遺跡の出土品は平成1l年，

国宝に指定されました。

焔型土器はこれまで幾多の展覧会に出

品され，海外で展覧された折にも現地

の話題をさらってきました。まさに縄文土

器の造形の頂点であり，日本古代文化を代

表するものといえるでしょう。岡本太郎氏

によって「根源の美」と絶賛されたことか

らも，その芸術性の高さがうかがえます。

（美術学芸課技宮 石橋茂登）



●文化財鑑賞の手弓lき●

近年，文化財の保存，調査に自然科学の

知識や技術が導入されることは珍しい

ことではなくなりました。今回は，文化財

科学，保存科学などと呼ばれるこれらの分

野の黎明期の動向について，おもに欧米で

のお話しをご紹介いたします。

文化財の概念が成立する以前のことです

が， 18世紀末から 19世紀前半の初期の化学

者らは古美術品・考古資料を対象に多くの化

学分析を行っていたことが知られています。

分析化学の創始者でウラン，ジルコニウ

ム，セリウムの元素の発見者として知られ

るクラプロートは， 18世紀末ごろに古代ギ

リシア，ローマのコインやガラスを分析し

ていました。これが考古資料の化学的研究

の嘴矢であるようです。

窒素の研究等で知られるシャプタルは，

1809年にポンペイの遺跡出土顔料を分析し

ました。融解塩電解法の技術を用いてカリ

ウム，ナトリウム，ホウ素，マグネシウム，

カルシウム，ストロンチウム，バリウム，

塩素の元素を発見し，また，笑気ガスの麻

酔作用の発見でも知られるデーヴィーは，

、1815年にローマやポンペイの遺跡出土顔料

を分析し，さらに 1821年にはヘルクラネウ

ム遺跡出土の炭化パピルスの化学処理を行

いました。セリウム，セレン，ケイ素，

リウムの元素の発見者であり，原子量の正

確な表をはじめて作ったベルセリウスは，

1836年に古代青銅器の分析結果を公表しま

した。これらと同様の分析，研究は， 19匪
紀を通じて欧米各地で展開されたようです。

ゥ~のような動向を前史として，欧米の主

しー要な博物館・美術館が積極的に自然科

学の知識や技術を取り入れて本格的に収蔵

資料の保存法・研究法を考えだしたのは， 20

卜

世紀前半，特に第一次世界大戦 (1914~

1918)が終結した後の 1920年代ごろとする

のが一般的です。例えば，大英博物館で保

存科学的な業務が本格的に開始されたのは，

まさにこの時期のことでした。第一次世界

大戦は，はじめて実戦に飛行機が使われた

戦争として知られますが，ロンドン市街が

空襲にあう可能性が高まったことを受け，

大英博物館では収蔵資料を，当時すでに営

業を開始していた地下鉄に一時的に避難さ． 
せたことが知られています。幸い，大英博

物館は戦禍を逃れましたが，“霧の都”ロン

ドンにおける地下の水分環境は，金属資料

を腐食させ，またガラス資料の表面に塩類

を再結晶させるのに十分なものでした。こ

れら直接の戦禍とかかわらない二次的な被

害の多くは，物理，化学，生物学といった

自然科学の知識や技術に基づく処置が必要

なものでした。大英博物館では， 1919年よ

り科学部を設置する準備をはじめ， 1921年

から正式な活動が開始されました。

Mじ時期に，米国ではハーバード大学付
属フォッグ美術館，ボストン美術館

(1930年），メトロポリタン美術館 (1931年）

等に，欧州ではベルリン国立美術館（ドイ

ツ， 1934年），ナショナルギャラリー（イギ

リス， 1934年），）レーブル美術館研究所（フ

ランス， 1930年），中央修復研究所（イタリ

ア），ベルギー美術館中央研究所（ベルギ

-, 1935年）等に同様の施設が設置され，

活動が開始されました。

これらの活動の多くは，フォッグ美術館

のスタウトらが編集したTechnicalStudies in 

the Field of Fine Arts (1932 ~ 1942) にまとめ

られており，参考になります。

（美術学芸課技官 建石 徹）
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尋文化財鑑賞の手引き露

かつらがわ

賀県大津市葛川坊村町にある明土院

は，相応和尚によって創建された古祠

で，比叡山を中心とする山々をめぐる回峰

行の拠点として知られていますが，ここに
さんろう

中世から現在までのたくさんの参籠札が残

されています。そのうち，元久元年 (1204)

から慶応4年 (1868) までに造立された501

枚の参籠札が，重要文化財に指定されてい

ます。

参籠札は板材を加工したものですが，そ
しゅうじ

の表面には本尊を梵字で表した種子・造立
がんもん

者名・参籠回数。造立年月日。願文などが

墨書されており，歴史や宗教に関するさま

さまな情報を得ることができます。

参籠回数をみると， 20団の俊重， 14回の

成円， 9回の最延をはじめ，何度も繰り返し

修行した僧侶がいたことが注日されます。
きとう

彼らは修行を重ねることで，祈梼などを行う
りんりょく しゅげん

のに必要な験力を高め，修験者としての実

力をつけようとしたのにちがいありません。

籠札は本来参籠行を行った僧侶が，修

行の証として造立するものですが， 15

昌紀になると俗人が造立したものが登場し

ます。なかでも，足利義満をはじめ義尚と

その母日野富子ら将軍家の人々が造立した

参籠札が多く，将軍に仕えた奉行人。詞詞
しゅう らご にようこ

衆。稚児。女御らの名前もみえ，将軍が大

勢の従者を率いて唄了院に参籠したことが

わかります。

ところで，参籠札のかたちは，五輪塔形

のものなどもありますが，大部分は三角形の
いたび

頭部をもつ板碑形のものです。頭部と脚部

が突出し，身錦がくぼむことから，修験者が
ひや

修行の証拠として山中に立てる碑伝に由来

するかたちといわれています。参籠札はか

たちから塔婆の一種と考えてよいでしょう。
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葛川明王院の参籠札

一久元年の参籠札は腐り方から脚部が地

冗中に埋められていたことがわかります

が，文保年間 (1317~19)の「葛川明王院絵

図」には本宜周辺に参籠札が林立する景観

が描かれていて，参籠札がどのように使わ

れたかを知ることができます。しかし， 15

世紀には釘で建物に打ち付けるようになり，

そうした景観は失われたと推測されます。

このように，参籠札から知られる胚史情

報は，文字ばかりでなく，かたちゃ使用痕

などにも内包されています。今後，文字だ

けにとらわれることなく，文化財に残され

たあらゆる情報を総合的に読み取ることが，

豊かな歴史像を揺くうえで大切な視点とな

るでしょう。

（美術学芸課文化財調査官 時枝務）



●文化財鑑賞の手弓lき●

歌:伎の『連獅子』は能の信耀』から

抹ったもので、親子連れの獅子が大輪

の牡丹のもと蝶々と戯れながら舞う、のど

かな中にも千秋万代をことほぐおめでたい

演目です。長いたてがみを振り乱す勇壮な

この舞に誰でも目を見張った覚えがあるで

しょう。しかし百獣の王であるはずの獅子

のこのような剰軽ぶりはどう考えたらいい

のでしょうか。じつは獅子のこの軟弱さに

こそ、世の泰平を逆説的にあらわす仕掛け

があるのです。この場合獅子は猛獣でなく

瑞獣といえましょう。

毎年正月にやってくる獅子舞の舞も、新

年を予祝するめでたい所作なのです。

美術の世界を見ると、このような祝祭的

性格の獅子は文様の中にしばしば入りこみ

ました。中国唐時代の日常的な工芸品ある

いは石碑や墓誌といった記念碑に、豊麗な
ほうそうげ

宝相華唐草や葡萄唐草のあいだあいだに獅

子が歩きあるいは疾駆しています。唐草自

体が悠久を予感させる神秘的な文様だけに、

そこに登場する獅子は現実的な檸猛さより

かえって王権など無限の力の象徴となって

いるのです。正倉院宝物にもしばしば登場

する唐草と獅子の組合せは、このように帝

王の権威をことほぐ意味合いがあります。

仏教の方では、東大寺大仏殿前の銅製八角

灯籠に獅子が浮彫りされていますが、それ

獅子・狛犬 高山寺
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らは雲気を

踏みながら

空中を駆け

ており、こ

れも大仏を

奉祝してい

るのです。

獅子（八角灯籠）東大寺

ところが

一方、獅子

には本来の

猛獣としての力づよさが期待される側面が

ありました。すなわち守護獣です。西アジ

アの一対の守門獣と、仏教の獅子座の制と

が融合して、仏像の前に一対の獅子が置か

れるようになったのはインドにおいてでした

が、これが中国に入ってきました。我が国

に仏教が紹介されたのは6世紀ですが、それ

は教義だけでなく仏像を受け入れるという

ことでもあり、仏像にはその台座に一対の

獅子が備わっていましたから、守護獣とし

ての獅子は仏教伝来とともに入ってきたこ

とになります。その証拠に守護獣としての

獅子一対の遺品は飛鳥時代からあります。

よく狛犬といいますが、正確には獅子狛

犬というべきで、古い文献にもそのように

出てきます。つまり獅子に対して、狛犬と

いう出自の異なる霊獣が配されたのですが、

この一対は中国や朝鮮半島に例が認められ

ないので、我が国で平安時代になってから

案出されたものと考えられています。この

組合せは神社や寺院に置かれて神仏を守る、

あたかも金剛力士（仁王）と同じような機

能をもちました。このように、古くは西方

に起源をもつ守護獣が現在にまで至ってい

るのです。

（文化財部美術学芸課主任調査官 伊東史朗）



喩文化財鑑賞の手引き磁

大鎧は，馬上にあって自由に身動きがと

れ，四方からの矢や刀による攻撃から

身を守れるように，箱形のような堅牢な胴

郭に4枚の草摺を下げ，大きな袖板と寵手，

兜などを組み合わせたものです。金属や革
こざね

で作られた小礼という板を横につなげて漆

で固め，さらに組紐や革緒を通して縦に連

る（直［す）ことによって，可動性や通気

性などの機能を高めています。大鎧が生み

出されたのは，平安時代の中期ごろと考え

られています。このころは，騎馬戦が中心

で，馬上からの弓矢での交戦に塔えるため

にさまざまな工夫か槌されています。例え

ば，頭部を守る兜は顔を覆うように大きな
しころ

眉庇を付け，後頭部には鉗と呼ばれる笠状

の覆いが懸けられています。また，胴錦の

鎧は弓を射る際に左脇に隙が生じるのを避

けるために右脇を着用口とした箱形の構造

とし，大袖と桐の隙間を防ぐために胸部の

両脇に栴檀板と鳩尾板が付いています。さ

らに，現存する大鉤にはほとんど残ってい

ませんが，本来は，腕を保護する籠手や大

腿部から膝，朦を守る1凧楯や騰当などの小

具足も完備していました。このことは平安

時代以降数多く制作された軍記物と呼ばれ

る絵巻物などに描かれた合戦での武士の姿

や武家の暮らしの様子などから知ることが

できます。

この大鐙の形式は，武将の物具として

町時代ごろまで用いられました。より簡便
しと 1tう

な胴丸や腹巻に対して，大鎧は「式正鎧J

や「本式鎧」などとも称します。鎧は，武

士の晴れの舞台における正装として，単な

る戦闘防具としての武具にはとどまらない

さまざまな意匠や豪華な装飾が施されまし

た。据文金具の意匠や材質，透彫などの技
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『赤糸威鎧』青森。櫛引八幡宮蔵

巧を凝らすだけでなく，威糸の色目の組み
おもがか

合わせによって「沢潟威し」「匂い威し」「文

咸し」など，女性の十二単の襲ねの色目に

通じる優雅な趣向も見られます。

現：する大鎧の多くは，神社や寺に奉納

ーれたものです。戦勝の祈願や御礼な

どのために武将や由緑の人たちが奉納し，

大切に守 V)伝えられてきたものです。写真
＇’しびき

の大鎧は，青森県・櫛引八幡宮に伝来する

国宝・赤糸威鎧です。制作されたのは14世

紀，鎌倉時代後期まで下灯ますが，大鐙の

風格を存分に伝えてくれます。各要所に施
きくまがき

された菊鉦の透彫怠具による豪華な装飾は，

奈艮・春日大社の竹虎雀金具が見事な赤糸

威鎧と双璧といわれています。金工や漆工，

築織など多分野にわたる工芸技術の粋が巧

みに組み合わされた大鐙は，武士の美意識

を今に伝えるとともに，「戦いの場」がもっ

本当の意味について，あらためて考えさせ

てくれます。

（文化財部美術学芸課調査官 伊東哲夫）



- --—馨文化財鑑賞の手引き唸

筆とは「古人の筆跡」のことです。

に珍重されてきたものは，筆跡はもち

ろんのこと，その筆者自身が著名で優れ

いるものが多いよう、/0 

古筆の内容は種々さまざまで，和歌など

の国文関係から経典のようなものにまで及

びます。これらは，本や巻物の形をしてお

り？人々は？室町時代頃まで，それらを

に扱い鑑賞していましぃ。

・|6世紀になると，茶の湯の流行に伴い，

茶掛けの需要が増加していぎました。茶掛
望

けとは，茶席の）木に掛ける書を貼り込んだ

掛け軸のことです。

また，近懺初頭には，古筆の鑑賞か流行

し，鑑賞を希望する人々が急増しました。

このように，茶席用や鑑賞用として，

筆が珍重されたことにより，その供給が追

いつかなくなりました。当時の人々にとっ

て，古筆は古）＼にあたる古代・中枇の筆跡

のことを意味しますから，古筆を新たに作

り出すことは不可能です。

そこで，本や巻物の形をしていた古筆を，

より多くの人々が鑑賞できるような方法が

考えられました。その方法とは，古筆を切

断することです。切断された古筆を「古筆

切」と称します。美術館や博物館で目にす

る「00切」という名称の書は，元は本や

巻物の形をしていたのです。

古筆切は，掛軸に仕立てられる他，多数

集められた場合には「手鑑」に貼り込

まれました。手鑑とは，さまざまな古筆を

貼り込んだアルバムのようなものです。

「手」は筆跡，「鑑」は基準を表しており，

中に貼り込まれた古筆切が尊重された様子

がうかがえます。国宝の『見ぬ世の友』（出

光美術館） G 『嘉鳳箪』（京都国立博物館）は
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代表的な手

鑑です。

掲載の図

版は『かり

がね帖』（重

要文化財。

文化庁保管）

という，近

代に作成さ

れた手鑑に

貼り込まれ

た［石山切」
石山切（『かりがね帖』）

です。これは平安時代の女流歌人伊勢の歌

集『伊勢集』という古筆を切断したものて

す。石山切の名称は，所有していた証如上

人 (1516"'-54)が住持していた摂津国石山

本顧寺にちなんでいます。この他，高野山

に伝来した「高野切」（紀貫之箪『古今和歌

集』），小島宗真が所蔵した「小島切」（『斎
すじ

宮女御集』），紙に銀の縦筋が入っている「筋

切」（『古今和歌集』），昭和初財に切浙され

た「昭和切」（『古今和歌集』），など，『かり

がね帖』には古筆切の著名な遣品が合計28

枚貼り込まれています。

ゥのように，古筆切はさまざまあり，古

しm筆を所有していた場所や人，使用され
た紙，切断された時代などに由来する名称

が付けられました。

古筆切を鑑賞する場合は，書風や内容は

もちろんのこと，その切断の背景に思いを

寄せることで，より一層理解が深まります。

また手鑑の展示に出会ったら，それは数種

類の古筆を目にする絶好の機会ともなりま

す。複数の古筆切の書風や紙を比較するな

どして，古筆の鑑賞を楽しんでください。

（文化財部美術学芸課技官 梅澤亜希子）



--- ーー、 一一魯文化財鑑賞の手引き魯

人間と犬とのつきあいは長く，日本では

縄文早期，およそ 1万年前の出土例

あります。それ以後現在にいたるまで，｝＼

間は犬とともに暮らしてきました。縄文時

代の犬も弥生時代の犬も，形質からみて今

の柴犬につながる系統だと考えられていま

す。

古代，イヌはただの愛玩動物ではなく，

集には欠かせないパートナーでした。

大切な動物であったことから，縄文時代に

は愛媛県上黒岩岩陰遣跡などで犬の埋葬が

行われています。弥生時代になっても大か

狩猟に重要な役割を果たしたことに変わり

はありません。犬を用いた狩猟の様子は，

銅鐸に鋳出された絵圃に描写されています

（写真）。

この国主の銅鐸は讃岐国（香川県）から

出土したといわれており，鐸身の区画の中

にさまざまな絵両があることで有名です。

銅鐸の絵画は鋳型に線を刻んで絵をあらわ

すので，できあがった製品ではミミズばれ

のような隆起した線圃となっています。写

真の鋼鐸絵画は，左側中央にいるイノシシ

国宝『袈裟欅文銅鐸』東京国立博物館蔵
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を5頭の犬が取り囲み，右側の人がイノ：ンシ

＾こ］を射た場面です。ねらいを定めて矢を

放った瞬間を見事に表現しています。

ヲmの絵にみるように，犬は弥生人にとっ

しても大切な仲間でした。ところが，弥

生時代は稲作の伝来とともに大陸の影響を

うけて文化が大きく変化した時代でもあり

ます。縄文時代と比べて犬の埋葬例が少な

くなり，そのいっぽうで，解体された大の

骨が多数みつかっています。犬を食べてい

たのです。壱岐の原の辻遺跡では50頭以上

もの食用にされた摸跡をもつ犬の骨がみつ

かりました。

これ以後， 日本人は犬を食べ続けていた

ようです。飛烏時代，天武天皇は肉食を禁

じる詔を出しました。『日本書紀』天武4年

(675) に「牛。馬・犬 c 猿・鶏の宍を食ふ

ことなかれ」とあります。裏をかえせば，

当時の人々は牛馬や鶏だけでなく，犬・猿

をも食していたということでしょう。中世

や江戸時代にも，出土した犬の骨に残され

た解休痕跡の研究から，犬が食べられてい

たことがわかっています。

現□□~（口／□□□□
が，歴史的あるいは世界的にみれば，犬は

身近な食料でもあるのです。

銅鐸に猫かれた弥生人は，犬とともに狩

をしています。その一方で，当時の人々は

犬を食べてもいたのです。犬と人間の関係

は不変ではなく，時代とともに変化した部

分もあるのです。絵圃に残された姿は一面

を示しているにすぎません。発掘で明らか

になる赤裸々な実態を知った上で見れば，

また違った印象を受けるでしょう。

（文化財部美術学芸課技官 石橋茂登）



●文化財鑑賞の手弓lき●

季節にあわせ，梅を描いた絵画，特に平

安時代のそれを見てゆきましょう。

平安時代前期にさかのぼる梅の絵画は現

存作品には恵まれませんが，当時の屏風歌

等の資料からその存在を確認できます。例

えば，延喜15年 (915)の斎院御屏風には「降

る雪に色はまがひぬ梅のはな香にこそ似た

るものなかりけれ」（『拾遺集』）と詠進され，

雪中の梅が，同 18年の承香殿女御屏風には

「水辺に梅花さきたる」ところが描かれてい

ました（「貫之集』）。雪と梅，水辺の梅は早春

をあらわす典型的な画題となっていきます。

12世紀に入ると，現存作品中に梅の表現

を見出せます。 12世紀前半の作例として，

国宝『源氏物語絵巻』のうち「竹河 ー」

（徳川美術館），国宝『三十六人集』のうち

「能宣集」上（西本願寺），重要文化財『観

普賢経冊子』（五島美術館）が，また後半の

作例として，国宝「平家納経』のうち「宝

塔品」「提婆達多品」（厳島神社），国宝「彩

絵檜扇』（同）などがあります。

し‘くつかを取り上げますと，まず「竹河

ー」の庭先の白梅は，緩く左右ヘカー

ブを描きつつ上方へ伸び上がり，その幹に

は緑青が塗られています。「能宣集」は，水

辺にすっくと伸びた幹に大きな銀箔で白梅

の花をあらわし，幹には緑青と銀泥を重ね

塗りします。月下の白梅をあらわしたもの

とみられます。『観普賢経冊子』は，本来，

和歌に図を添えた歌絵冊子として制作され

たとみられますが，その中に貴族の邸と庭

の梅が描かれます。左端のわずかな空間に

あらわされた梅は，白い菅をつけ，幹は緩

やかな弧をなして上方へ伸び上がり，幹に

は緑青が施されます。梅花を覆うように空

には銀泥がぼかされ，古代絵画において銀
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重要文化財『観普賢経冊子』（部分）五島美術館

が月光を象徴する色であったことから，月

明かりのある夜の光景であることがわかり

ます。この図は，同じ冊子の中に記された

『古今集』の「ふゆこもりおもひかけぬにこ

のまよりはなとみるまでゆきそふりける」の

歌意をあらわしたものとみられます。平安

前期の屏風歌にみられた雪と梅との連想が，

このような形で絵画化されていることは注

目されます。

まよ，つ我が国において月下の白梅が銀に

てあらわされていることからは，

中国北宋時代の末，贔尻t,1閤竺によって創始

されたとみられる水墨による梅の絵画（墨

梅）が月夜の窓に映じた梅の影を描くこと
らんしょう

にその濫腸があることが想起されます。そ

して， 12世紀末には墨梅との関わりを示す，

ごつごつした形態の梅を国宝『寝覚物語絵

巻』（大和文華館）に見出せます。

このように， 12世紀前半の柔らかな形の

梅と後半の厳しい形のそれとの対比，そし

て，雪，夜や水が梅をめぐる主要な画題で

あったことを思うとき，尾形光琳『紅白梅

図』 (MOA美術館）が我が国の梅をめぐる

絵画史にきわめて意識的な作品であったよ

うに思われてなりません。

（文化財部美術学芸課技官 増記隆介）



文化財鑑賞の手引忍喪9ヽ

C 

里漆を塗り，内側に金箔をはったなんと

4"‘ も豪華な箱の中に，人の形をした珍妙
な物休が納められています。豪華な箱に入っ

てしヽるのだからとても大事にしていたこと

はわか Iりますよね。そもそもこれはいった

い何物なのでしょうか。

左側に古びた包み紙かあって，その表に

なにやら書かれています。 lこれは人形）＼参

というものであって，正徳3年 (1713) に勘

定所の人参掛にあったのが見つかったので，

平田隼人より（宗のお殿様に）差上げまし

た」と読めるのでしょう。（宗のお殿様に）

と注をそえましたが，これは対馬藩主宗家

に代々伝わったものなのです。宗家は対馬

藩が九小l、1と朝鮮半島の間に位置していると

いう地理的な位置もあって，室Ill『時代から

日本の将軍家と朝鮮王との檎渡しをしてき

ました。重要文化財『対馬宗家関係資料』

には足利将軍や徳川将軍と朝鮮王との間に

入って苦悩している小藩の悲哀を物語るも

のもあります。

さて「人形人参」ですが，正徳3年に見つ

かったというのですからこれはまた古いも

人形人参（重要文化財『対馬宗家関

係資料』のうち）全長11.7cm" 独

立行政法人国立博物館蔵（九州国立

博物館保管）
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のです。宗家

ではこの人参

が人の形をし

ているのでこ

とさら珍重し

ていたのでし

ょう。あるい

はそういう形

の人参だから

こそ薬効も高

いと信じられ

ていたのかも

しれません(J

人参といっのはふつう朝鮮人参とか高
Jい参とか呼ばれ，高価な生薬としてよ

く知られています。日本でもっとも古いも

のは正倉院に保管されていますから，ずい

ぶんと古くから珍重されていたのですね。

国内での人参の輸入量が増太すると，高

価な人参に支払う恨の流出もまた増えます。

徳川吉宗は人参の国内栽培をはかるために

藩に朝鮮種の人参と実を輸入させ，幕

阿のお薬園で試植させて佐渡と日光で栽培

させます。これ以後日本国内に人参栽培が

広まります。

-饂の「人形人参」を含めた重嬰文化財の

『対馬宗家関係資祠』一万四千余点は

長く，対馬藩主宗家に伝えられていました

が，国の所蔵をへて現在は九州国立博物館

に保管されています。また，これを除く膨

大な量の資料が長崎県の所蔵するところと

なっています。これらの資料は，対馬藩や

宗家の研究だけではなく，鎮国日本の外交

の在り方や異国と境を接していた藩の特別

な存在など募藩体制を研究する資料として

ぎわめて重要なものであることはいうまで

もありません。重妻な資料群にあって「人

形）＼参」の，そのやや首をかしげてものい

いたげな姿態は，見るものをして緊張を解

いてくれるような，そんな薬効もあるのか

もしれません。

凡州国立1専物館では文化交流展ボ室で『対

馬宗家関係資料」の一部をごらんになるこ

とができます。そういえば，九少11国立博物

鮪のミュージアムショップで「人形人参J

のキーホルダーや根｛寸が売られていました

が，もう品切れになったのかしら。

（文化財部美術学芸課主任文化財調査官

佐々木利和）
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